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品川区子ども・若者シンポジウム 2019 

「自分らしく生きる～孤独と共生を考える～」報告書概要

 本報告書は、令和元年 11 月 9 日（土）に行われた品川区子ども・若者シンポジウムの内

容をまとめたものです。当日は、児童精神科医 田中哲氏による基調講演の後、パネリスト

3 名とモデレーター1 名により、パネルディスカッションが行われました。聴講者は品川区

内外あわせて 189 名でした。 

概要は、本シンポジウムの位置づけと内容およびシンポジウムの成果を踏まえた子ども・

若者施策への提言等について、まとめたものです。 

１ はじめに 

子ども・若者は、本人はもとより親や家族にとって、また、社会にとっても、大きな可能

性を秘めたかけがえのない存在です。自分らしく生き生きと心豊かな大人へと成長していく

ことは、社会共通の願いといえます。 

しかしながら、近年、不登校やひきこもりなど、生きづらさを抱える子ども・若者は急増

しており、彼らの社会的自立をめぐる問題は年々深刻化しています。こうした問題は、保健・

医療、教育、福祉、雇用等、様々な分野で生じており、子ども・若者の抱える課題の複合性・

複雑性を踏まえた重層的な支援の充実が求められています。 

品川区においても、こうした課題に取り組むべく、子ども・若者育成支援推進法を根拠に、

総合的な子ども・若者育成支援施策の第一歩となる「品川区子ども・若者計画」を平成 30

年 3 月に策定しました。同計画は、すでに展開している大小 200 にも及ぶ支援施策を体系化

するとともに、基本理念を定め、家庭、学校、地域その他の社会における構成員が、各々の

役割を果たしつつも相互に協力しながら一体的に取り組むことを目指しています。 

さて、今年の 5 月に元号が平成から令和に改元されました。平成時代 30 年間を振り返っ

てみますと、現在の社会は、インターネットの発達や個人情報保護など、理由は様々ですが、

人々がフェーストゥフェースで語らい触れ合う機会が減り、つながりや支えあいといった関

係性が持ちにくい時代になったといわれています。また、子ども・若者の抱える多様なニー

ズに対応するため、それを支える地域コミュニティも目的ごとに機能分化しており、それぞ

れの領域を跨ぐ支援が手薄な状況といえます。家庭においては親子の絆を深め、学校におい

ては学力の向上と人間形成を図り、地域においては、社会性を育む場であると同時に、活躍

できる場であることが重要ですが、それぞれの領域における役割を教えて、社会的な包摂と

いう観点から一体的に取り組んでいく必要があります。 

そのためには、今一度、平成時代が子ども・若者にとってどのような時代だったかを振り

返り、令和に向けて、子ども・若者のために何が必要なのかという問いに向き合う必要があ

ると考えました。そしてこの問いを、一部の方だけなく多くの方と共有したく、生きづらさ

を抱えた子ども・若者にとって「自分らしい生き方とは何か」をテーマに子ども・若者シン

ポジウムを開催することにしました。 
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２ 講演・パネルディスカッションの概要

シンポジウム開催にあたって、3つの視点を設け、それぞれの視点の解説者として相応し

いと思う方にお声かけしました。 

まず、子ども・若者本人の心に寄り添った視点からの解説を、児童精神科医の田中哲先生

にお願いしました。田中先生は、日々、子どもの診療を行うとともに、発達障害のある子の

地域ネットワーク作りや、子どもの虐待防止のための活動にご尽力されている方で、基調講

演講師とともにパネルディスカッションのパネリストとしてご参加いただきました。 

次に、生きづらさを抱える子ども・若者が増えた背景や社会構造の変化・影響などをマク

ロ的に考察する視点からの解説を、社会学者の井出草平先生（大阪大学非常勤講師）にお願

いしました。井出先生は、大阪市のひきこもり支援事業にご尽力されており、子ども・若者

育成支援推進法などの制度論にも高い知見をお持ちで、パネルディスカッションのパネリス

トとしてご参加いただきました。 

3 つ目に、子ども・若者と社会をつなぐ視点からの解説を、子ども若者応援フリースペー

ス代表の中塚史行さんにお願いしました。中塚さんは、品川区を拠点に長年にわたり地域で

活動し、多様な背景をもつ子ども・若者の居場所支援に携わってきた経験をお持ちで、パネ

ルディスカッションのパネリストとしてご参加いただきました。 

そして、最後に、こうした 3つの視点をとりまとめ、パネルディスカッションの進行役と

しての役割を、品川区子ども・若者計画専門委員会委員長である河津英彦先生（元淑徳大学

教授）にお願いしました。河津先生は、平成 16 年から 15 年にわたり、品川区の子育て施策

に関わり、平成 30 年に策定した品川区子ども・若者計画の策定委員長として地域の特性や

行政計画に深く関与してきたご経験をお持ちの方です。 

以上、4名の方々により、今、子ども・若者の生きづらさに起因するものや、家族や地域

コミュニティの在り方など、様々な議論が交わされ、よりよい環境整備のための具体的な取

り組みについてヒントも提案されました。 

 本報告書では、そうしたことを議事録としてまとめたものです。ぜひ、お読みいただき、

今後の子ども・若者育成支援の推進を図る上での参考資料となれば幸いです。 

３ 若者たちの協力

本シンポジウムは、多くの若者たちの力を借りることで、開催することができました。 

チラシやクリアファイルのデザインを田邊雄一さん（東京工科大学修士課程デザイン研究

科 1年生）に、手提げバッグイラストデザインを平尾まりこさん（日本大学芸術学部デザイ

ン学科 2年生）に作成していただきました。 

また、シンポジウムが滞りなく進行できるよう、子ども若者応援フリースペースを利用し

ている若者たちにも協力していただき、会場誘導や受付など縁の下の力持ちとして様々な役

割を担っていただきました。 
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◆基調講演 

医師の立場から見る子ども・若者のこころ     

講師：田中 哲（児童精神科医）

皆様、こんにちは。この６月に、やまねこという名

前のクリニックを世田谷区千歳烏山でオープンしま

した、田中と申します。３月までは東京都立小児総

合医療センターという子ども病院の副院長をしてい

ましたが、それまで長い間、ずっと児童精神科医、

若者の臨床ばかりやってきました。小児総合医療

センターは大病院で、ほんとうに重くならないと来ら

れないという病院だったのですけれども、やまねこ

を始めて、来る子どもたちの姿が、より地域に近いと

いいますか、今困っている真っ最中、困り始めたと

ころという方が多くいらっしゃるようになりました。私

自身、ちょっとそこがうれしいことで、子どもたちをで

きるだけ地域で支えるということができたらと思いま

す。 

 今日は１時間いただけましたので、少し私の考え

ていることをお話しさせていただきます。 

■はじめに 

 品川区のいろんな取り組みのことも伺い、それが

どういう時代背景、あるいは心の背景を持っている

かということを考えながら、私の話のキーワードとし

て「being」という考え方を挙げておきたいと思いま

す。 

 今日のテーマと直接関係なさそうに見えるのです

が、考え方としては大事に思っており、being とは何

かということは最後のほうでまとめてお話ししますの

が、意味としては「存在」、「いる」ということです。今

日も居場所の話が出てきましたけれども、何か「す

る」よりも「いる」ということのほうが大事なんじゃない

かと。子どもが自分でこれでオーケーだと思えたと

き、何かをするからOK、何かをしたからOKというよ

りも、「あなたがそこにいる」というのがOKだよという

のが、より子どもの本質に近い、子どもの一番支え

てほしいところに近いものなのではないかと考えら

れます。 

 一番初めにある、子ども自身が自分がいても OK

と感じる根っこのところにあるのは、自分が being に

よって支えられた経験、自分が一番見てほしいとき

にお母さんがいてくれた、自分が一番いてほしいと

きに友達がいてくれた、そういう、いてくれた経験な

のです。いてくれた経験によって支えられるような、

自分がいてもいいという感覚、これが子どもたちの

非常に大事な部分なのではないかというのが、実

は今日の私の話の粗筋、大事な部分で、なぜその

ようになったか、それがどういうことを意味している

のか、それが今、品川区がやろうとしていることとど

ういうふうに関係があるのか、そのあたりを少し、思

いをめぐらしながらお話をしていければと思いま

す。 

■子ども・若者の育ちとコミュニティ 

 コミュニティというのは人の集まりですよね。コミュ

ニティと、人の心の育ちというのがどんなふうに関係

があるかということを少しお話しします。 

 この話のベースとしてあるのは私の臨床経験、３０

年ぐらい児童精神科医をやっていますので、そこで

見聞きしたこと、あるいは、常々思っていることなん

ですけれども、実は児童精神科医をやっていて、

やや内心忸怩たるものがある。それはなぜかという

と、私が児童精神科医に成り立ての１９８０年代ころ

というのは、登校拒否、今でいう不登校、学校恐怖

症とか学校嫌いとか、いろいろ名前が変わりますけ

れども、実態は変わらない、学校に行けない子ども

たちのことというのは、児童精神科医の関心の中心

だったんですね。そういう子どもたちに対してどうす

3



るのか。果たして登校拒否というのは病気なのか、

病気じゃないのか。治療をするのか。それとも、治

療以外の方法があるのかみたいなことが、かなり口

角泡を飛ばす議論になっていた時代があるんです。

それが違う流れにのまれていく。それが何かというと、

多動の子どもたちなんですね。多動児の問題。ある

いは、それが発展していって、発達障害の子どもた

ち。前後してずっとあるのが、いじめの問題。それ

から、心の問題になってくる、いじめ自殺の問題。

それから、少年の非行問題も、暴れる子どもたちと

か、族に入って走り回って、暴力振るってというのは、

児童精神科とはあまり縁がなかったんですけれども、

そういう子どもたちが、だんだん非行の姿を変えま

して、リストカットを繰り返す子どもたち、性非行に走

る子どもたち、ネットがやめられない子どもたちみた

いになってくるんです。そうすると、これは依存症と

か自傷行動という私たちが使う言葉あるいは、ごく

ごく最近のことでいうと、子どもの虐待の問題。虐待

の被害を受けた子どもたちは、ずっと抱えて育たな

きゃいけない。中には、自分が虐待を受けたという

ことを、背景を背負って、今度は虐待をしてしまう親

になっていく人たちがいたりするという問題があるん

です。 

 児童精神科医がずっと関心を持ってやってきた

現象の話をしましたが、先ほど、内心忸怩たるもの

があると言ったのは、こういった問題がどれも減らな

い。我々も一生懸命努力をしているつもりなんだけ

ど、ちっとも減らない。いじめにしろ、発達障害にし

ろ、子どもの虐待にしろ、一生懸命努力をすればす

るほど減らないような気がする。それはどうしてだろ

うと思ったんですね。何で私たちがやることに対し

て減らないんだろうかと。子ども病院でのほかのこと

って、みんな減るんですよ。小児科の問題というの

は、予防接種などでよくなったりする。子どもの数も

減りますから、どんどん数が減るんです。ところが、

子どもの数が減っているはずなのに、子どもの精神

科の問題だけは、なぜか全然減らない。これはどう

してだろうと。皆さん、どうしてだと思います？ 

 図で考えてみることにします。中央の丸はは子ど

もの心が健康に育っていくという、それを象徴して

いる。健康に育っていくということの中心にあるのが

この青い丸で、それが何によって支えられているか

というと、まず、子どもの発達の均衡と表記してあり

ますが、子どもの心のバランスがとれていくようにな

るということです。 

最近、発達障害とよく言われますけれども、全て

の子どもは生まれたときは発達障害なんだろうと思

っているんです。全ての子どもは衝動的ですし、全

ての子どもは多動ですし、全ての子どもはこだわり

が強いし、状況がわからない、空気読めない、コミュ

ニケーションとれないです。その子どもたちがだん

だんとバランスを取り戻していく、バランスをとれるよ

うになっていくということが成長なんだろうと思うので

す。子どもたちがだんだん発達障害ではなくなって

いく、いいバランスの子どもになっていくということが、

子どもの成長にほかならないと考えます。 

 では、子どもの発達のバランスを支えているもの

は何か。一番大きいのは、子どもが発達していく力

なんですね。発達の潜在力、これは私たちの経験

的には一番あてになります。そして、子ども自身が

変わっていくその姿において、それを支えていくも

のが大きく２つあります。 

 一つは、養育の心理的安定、家庭が安定してい

ることです。つまり、親が親として居続けてあげるこ

と。時にはひとり親のお宅とか、養育がうまくいかな
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い子どもたちもいるわけですけれども、親の機能を

する、養育者として育てる人がいてあげる。これが

発達の根っこ、一番足元をつくるのに大事なので

す。それが子どもの発達を促す。 

 もう一つは、自尊感の育ち、子どもが自分に自尊

感を持って、自分っていいものなんだ、自分らしい

というのはいいことなんだと感じられることです。自

尊感の下に自他受容性とありますが、これは私が

勝手にそう呼んでいるだけなのですが、自分のこと

も好きだけれども、自分のそばにいる人のことも好

き。自分のことを大事だと思うけれども、自分と一緒

にいる人たちのことも大事だと思えるというのが、私

がいう自尊感なのです。 

 なぜこのように思うのか簡単に説明しますと、私た

ちが自尊感を持って自己肯定ができるというのは、

自分の嫌なところも受け入れられるからなのです。

皆さん、自分のことを振り返って、いいところだけで

できている人っていないでしょう。自分の嫌なところ

もあるんです。そういう部分を含めて、自分で何とか

やっていく、自分ってそんなに悪くないと思えれば、

自分の嫌なところも受け入れ、そういうところも合わ

せて、全体としてうまくやれているように思えるわけ

です。そういう気持ちがないと、人の嫌なところって

絶対受け付けられないですね。人の中にはもっと

嫌なところいっぱいあるんですから。嫌いなところ、

嫌なところあるけれども、自分にもあるしお互いさま

だから一緒にやっていけるということになります。 

 逆に言うと、自尊感が下がってしまうときというのは、

自分の嫌なところが徹底的に嫌になるときなんです。

何で私ってこういう嫌なやつなんだろう、もう周りの

人たち、みんな私のこと嫌いに決まっていると思うと、

気持ちがどんどん下がっていく。これが自尊感が下

がった状態です。そういうときに、よその人や自分の

パートナー、あるいは自分の子どもの嫌なところが

受け入れられるかというと、これは無理なんですね。

人の嫌なことはもっと嫌に、一緒にやっていくのも

嫌になります。自尊感が育っていくということは、自

分も他人も受容をできるようになるということ。子ども

がバランスをとり育っていく、そういうふうになってい

きたいと思う、あるいは、そういう人たちに受け入れ

てもらうというのが、周りの子どもたち全体が自尊感

を持ちながら育っていけるというのが子どものバラン

スをもう一方で支えている、これでバランスをとって

いるのです。 

 実はこれらの家庭環境や子どもたちの自尊感は

いずれも今、なかなか怪しくなっているのです。自

尊感については、国際比較をしても、日本の子ども

たちの自尊感はかなり低いというデータがあります。

例えばいじめがあるとかというのは、子どもたちの間

で自尊感の低さのあらわれだと思うんです。自分た

ちとは異質な子を見つけて、それを排除するわけで

す。それによって自分たちの崩れそうな自尊感を補

強しようとします。私たち大丈夫だよね、この子みた

いに弱くないからと。外された子どもは自尊感が下

がっちゃいますから、今度はもっとはずれた子を探

すわけです。そうすると私は大丈夫になる、そういう

自尊感の足の引っ張り合いをするのがいじめの構

造です。 

 子どもの発達のバランスを保障する、子どもたち

の間の自尊感も家庭の養育環境もなかなか難しい

状況に置かれてきている。それでは家庭が悪いの

か、周りの子どもたちが悪いのか。それはそうじゃな

いと僕は思っています。さらに、それを支えるコミュ

ニティ、子どもを大事にする人たちがいて、これが

実は、子どもたちの自尊感もご家庭も支えているの

だと思うのです。 

 つまり、人間の子どもというのは、コミュニティの中

じゃないと生きられないのです。産まれてすぐから

人間の子どもは周りの人たちを経験する。ほかの哺

乳類はそんなことないです。人間の子どもは、産ま

れたときそもそも取り上げるのはお母さんじゃなくて

助産師さんだったりする。すぐお母さんと一緒に顔

出すのはお父さんだったり、おばあちゃんだったり

する。おうちに帰ってきたら、たちまち保健師さんが

やってくる、近所のおばちゃんは「あら、かわいい赤

ちゃんね」って言って寄ってくる、そういう中で子ど
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もは育つのです。最初の１年間、周りの人たちが絶

えずいろんな人を集中的に経験することで、人間の

頭はこういう多様に、いろんな育ちをするのだと思う

のです。それは実は、最初から子どもたちに、家族

だけじゃなく、親だけじゃなく、地域の人たち、それ

から、子どもたちの育ちを守る人たちがいて、それ

が安定して環境をつくる、そういう仕組みを持って

いる。本来は、こういうものが１つの輪になり子ども

たちの育ちの力も含めて、心の育ちを支えていたら、

これが１つの理想的な姿なんです。 

 ただ、今こういう私の話を聞いていても、何かちょ

っとぴんとこない人が多いと思うのです。あまりリアリ

ティがない。実は今、この循環はあまりうまく機能し

なくなっていると考えられます。それで困っているこ

とって何かというと、子どもの心のバランスがとりにく

くなっているのです。その背景として、家庭の養育

環境が不安定になり、もう一つの原因として、子ども

たちが自尊感を持って、自分で OK と思って育って

いくことが難しくなっている。その結果として、自分も

ほかの子どもも受容することが難しくなる。心がだん

だん狭くなっているわけです。こんな状況で子ども

たちが大人になっていこうとしている。 

 では、大人の世界って子どもたちみたいにいじめ

がないかというと、そうじゃないですよね。大人たち

も結構いじめに満ちた世界で生きている。ネットの

世界で見れば、誹謗中傷とかヘイトクライムとか、ヘ

イトスピーチとか、何か自分とちょっと違う人たちを

徹底的に蹴落とすような、不寛容な状況がいろいろ

な時代背景とともに見える。そういうところしか大人

は子どもたちに見せられていないのです。それが、

子育ちを支えきれないコミュニティをつくっていて、

コミュニティは、実は子どもの育ちにあまり関心を持

っていないということ。もちろんみんながみんなでは

ないですが、子どもたちにとって大事なことが、第

一が少なくとも子どもではなくなってきているのでは

ないかなと思います。 

 あとは、子どもたちの困った現象として、ネット中

毒、ゲーム中毒が、精神科の診断基準に加えられ

るくらい深刻な問題になっています。ただ、子どもた

ちの言い分を代弁すれば、「ネットやゲームをつく

ったのは大人でしょ？ こんなおもしろいものをつく

っておいて、物の見事にはまったら、はまった俺ら

が悪いって言われるのはどうなの？」ってきっと言う

と思うのです。要は、全く子どもの心のことを考えて

いないんですよ。便利でおもしろいものをつくれば

いい、自分たちがつくらなければ人が先につくっち

ゃうだろうという考えだけでつくる、提供する。そうす

ると、案の定、みんながみんなじゃないけど、それ

にはまっちゃって、出られなくなって困る子が出てく

るわけですよ。それは一体誰のせいですかという問

題ですよね。きっと、それは、子どもたちは大人の

せいだって言うに違いなくて、それはなぜ大人側の

問題かというと、大人たちが子どもの心の発達、心

の成長をしたときに、あまり本気で関心を持ってな

いからだと思うんです。 

 先ほどのいい循環ではなく悪循環が続いていると、

この悪循環の結果として私たちの目に見えてくるも

のは何かということなんです。まず、子どもの発達の

不均衡、つまり発達障害の増加という現象が見えて

くることになります。先ほどお話ししたように、全ての

子どもの発達がばらばらで発達障害に相当するよう

な子どもたちで、その子どもたちが上手に発達を取

り戻していくのが成長だとすると、成長を支えてもら

わないと、当然ながらアンバランスなまま取り残され

るこどもたちが増えてくるわけです。だから、周りか

ら見たら発達障害が増えたように見えることになりま

す。 

 子どもたちが自分なりのバランスを保ちながら自

尊感を持って育っていく、自尊感を持ってというの

は、いろんなバランスの子どもの自分の居場所があ

るということです。それがあって初めてバランスの回

復なのに、その居場所が見つからないと、集団不

適応、学校生活への不適応、不適応感がずっと続

けば不登校が、当然の結果として起こることになりま

す。そして、発達バランスの悪い子どもたちは、もう

ほとんど例外ないと言っていいぐらいいじめの対象
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になるんです。行き場をなくした子どもが、いじめの

結果として死を選ぶみたいなことが起こります。何

でいじめぐらいで死のうとするのだろうと私たち大人

は思いますけど、子どもにとってはそのくらい深刻

な問題なんです。自分の居場所をなくすということ

は、自分がどこにも受け入れてもらえないということ

です。もう生きていても意味がないと思うぐらい、自

尊感が徹底的に傷ついたときに、人は死を思う。自

分の生きている意味にかかわることなので思うわけ

です。 

 そうやって自分の育ちを支えてこられなかった子

どもたちが、大人になっていくときに社会とどういう

かかわりを持つか、大人の世界にアピールしようと

思ったときに出てくる現象が、素行症、いわゆる非

行です。自分たちを支えてくれなかった社会を見返

してやろうと思うときに子どもたちがやることが、この

社会の枠に外れていくということなのです。昔の子

どもはもっとパワーがあったので、外れ方というのも

なかなかダイナミックでしたけれども、だんだんそう

いう暴力的な集団化した犯行というというのは見え

なくなってきました。そこまでのパワーを子どもたち

が蓄えていない、もっと個人化して内にこもったやり

方で枠から外れていく。それが今の素行症です。ネ

ット上の非行、自傷行為、あるいは、違法ドラッグと

かお薬での依存みたいなことです。子どもがどんど

ん自分を攻めるようなやり方で、自分ってほんとうに

必要なのという問いかけをするのです。自分ってほ

んとうに生きていて意味あるの、こういう自分を受け

入れてくれるコミュニティってあるのという問いかけ

をするわけです。それに大人はなかなか答えられ

ない。それが育ちを支えきれないコミュニティという

ところの象徴的な出来事だと思います。 

 それから、家のコミュニティはやはり個々の家庭と

いうのをうまく支えていないですから、その家庭の

中で起こる家族間の行為、家庭内での暴力や、Ｄ

Ｖなどを吸収できない。そしてそこに子どもの育ち

の問題がかかわってくると何が起こるかというと、子

どもの虐待が起こるのです。

 そしてここに見えてきた一連の現象こそ、児童精

神科が一生懸命やっても減らないことの全て、つま

り、子どもの心の問題の全体像であることが見えて

くるのです。 

 子どもたちの心の問題が何で減らないかというと、

背景にあるこういう問題でつながっているからなの

です。出てきた現象にだけ僕らが焦点を当てて、や

れ不登校だとか、やれいじめだとか、やれ子どもの

虐待だとかということの対策をやっていても、減るは

ずがない。地下茎でつながっているスギナみたい

なものですから、芽を出したところだけ摘んでも減る

はずがないんです。見えてきたことではなくて、私

たちは深いところの問題を扱っていかないと、子ど

もの育ちを支えていくことができないんじゃないかな

と思います。そのときにもう一回、私たちができるこ

と、コミュニティとして何ができるか、ほとんどコミュニ

ティというのが、子どもの育ちにどんな意味を持って

いるのかということを考え直してみたいのです。 

 もともと人間は何万年も歴史があって、その歴史

の中ではコミュニティをつくって、大体１００人とか２

００人とかぐらいの単位のコミュニティで生活をして

きた。村落、集団をつくり、一緒に狩猟や漁業や農

耕をして、コミュニティ同士で物々交換して生きてき

たという歴史がきっと長いのです。人間はそれから

先、文明が進化して何が起こったかというと、社会

の形成です。社会って１００人、２００人のコミュニテ

ィじゃなくて、何万人、何億人という、知らない人た

ちに囲まれて暮らしている、そういう時代になってき

たわけです。しかし、一歩家を出たら、そこは知らな
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い人ばかりでは、人間って生きにくいんです。生き

にくいので仲間をつくる、知り合いをつくるということ

をした。これは今の時代のコミュニティですね。こん

な感じです。 

 そのコミュニティの中で、ある２人が知り合って家

庭をつくる。人間はそういう面倒なことをするのです。

つまり、子どもが産まれる前、子ども抜きにして家庭、

生活そのものがあるということをするのは人間だけ

です。何でそんなに面倒くさいことをするか、それ

は、ここに産まれた子どもが社会に出ていくために

必要だからです。いきなり社会では生活ができない

のです。 

 家庭の大きな役割というのは、子どもを社会に送

り出すことなんです。社会の中で自立をするって、

それだけ難しい。難しいことをやるのに、まずその

ベースである家庭をつくる。家庭の中で大事にされ

るという経験をする。ただ、大事にされただけでは

子どもは自立できないんです。なぜかというと、社

会に行けば、自分の知り合いがいない、自分の居

場所がないというところにいる力は家庭の中でなき

ゃつくることができないのです。社会に出ていくため

の社会性だとか、社交性だとか、忍耐力だとかとい

う部分が身につくかというと、無理なんです。 

 なので、人間はどういうことをするかというと、この

家庭から１回コミュニティに出ていきます。そのとき

のコミュニティというのは、自分たちのことをよく知っ

ている人、この子どもの育ちを支えてくれる人たち

のことです。そこでの居場所がみつかって生活がで

きると、先の社会に出ていくことをきっとしていたに

違いない。こういうルートじゃないと人間の子どもっ

て社会化ができないのです。 

 地域コミュニティを例に考えたとき、例えばお母さ

んにお買い物に行ってもらい、そのうちに自分でお

使いに行けるようになる。お使いに行くのもそんな

に遠いところじゃなくて、ご近所の八百屋さん、近所

の魚屋さんに行くと、そこではいつも顔なじみの八

百屋のおばちゃん、魚屋のお兄ちゃんがいて、「よ

く来たね。今日は１人なのか」って言って、お買い

物を手助けしてもらうという、それから先の取引の原

点になるような経験を、地域でやっている。地域に

遊びに行けば普通に公園があって、友達がいて、

「遊ぼうね」って、知らない子もいるのだけれど、そ

の辺も含めて遊びが成り立っている、そういう経験

をしていく。それができて初めて、知らない人の中

でどうやって振る舞ったらいいかということがわかっ

てくる。何か悪さをしていると、よそのうちの子どもで

も平気で っちゃうおばちゃんとかがいて、「僕たち

そんなところで遊んでたら危ないよ」言って守られて

いる経験をしている。そういう力をつけて社会化す

るわけです。 

 ただ、今の時代、地域のコミュニティがそこまでの

力を持っているかというと、これはすごく怪しい、そ

こまで人の子どもの育ちに干渉ができるか、関心が

持てるか、それはすごく曖昧な状況になっている。

システムとしても、お買い物に行って買い物の仕方

を教わるということが可能かというと、スーパーで買

い物したり、コンビニで買い物したり、ネットで買い

物したり、どれもほとんど直接言葉を交わさなくても

買い物ができちゃう。そういう社会性を身につける

必要がない状況があります。公園に遊びに行って

誰かと群れて遊ぶ、初めての子も巻き込むみたい

なことができるかと、できないですよね。公園に行っ

たって誰も遊んでないわけです。つまり、地域コミュ

ニティが２段飛びで子どもが地域の中で社会に出

ていくという、真ん中の役割を果たさなくなっちゃっ
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たわけです。これの同じようなことは、例えば、子ど

もにとっての親族コミュニティとか、お父さんなんか

のお仕事を介した職業コミュニティみたいな、それ

ぞれ意味合いがあったわけですが、そうしたものが

ことごとく失われているというのが現状なのです。 

 そして最後に残ったコミュニティは何かというと、

学校コミュニティです。学校で生きている道を選ぶ

ことを見つけて、１００人とか２００人とかという、知っ

ている子どもたち、先生たちの仲間に囲まれながら

社会に出ていく力をつけていくと、この図式はあまり

変わらないのですけれども、多分現在の学校という

のは、先生と子どもにとって窮屈にできている。何

が窮屈かって、みんなで同じ勉強の仕方、同じ方

向を一斉にやらなきゃいけないからです。 

 日本人の国民性にとって、それは妙にマッチした

ところがあり、みんなで同じ制服を着て、一心不乱

に行動するというのは美しいなと思ったりするメンタ

リティがあるのです。あるのだけれども、それが合わ

ない子どもたちというのも当然いるわけです。今み

んなが学校に行く中で、「俺そういうの嫌いだから」

って言えるかって、なかなか言えない。無理して合

わせる、無理して合わせると気持ちが疲れちゃう、

なかなかそこに自分の居場所が見つけられなくなる、

子どもによっては不登校になっていくということ、こ

れは当然起こるわけです。そして不登校が起こった

ときに、誰が困るんだろうって考えると、学力だった

らほかのつけ方は幾らでもある、友達をつくるのだ

って、別に学校でつくらなくてもいい、でも困っちゃ

うのは２段飛びをして、社会に出ていくルートが見

えなくなっちゃうことなのです。すると誰が困るかと

いうと、子ども自身よりも親とかあるいは、育ちを支

えている人たちとか、学校システムも困っちゃう。だ

から、学校はどんなに何か居心地が悪くても来てほ

しい。そういう状況が生まれているだろうと思うわけ

です。 

■自立と依存 

これは、私が毎回のように使う絵なので、どこかで

私と一緒に勉強会をやっている人は見たことあるか

もしれませんが、子どもの自立、いわゆる人の自立

というのは３本の柱で支えられているところを表した

ものです。この３本の柱が順調に立ち上がっていく、

積み上がっていくことが心の成長なんだというのが

私の考え方です。 

 その３本は何かというと、まず１本は社会性です。

社会性って何かというと、人とつながろうとしていく

力、人の仲間に入っていきたい、みんながやってい

ることを自分もやってみたいと思うこと、何か誰かと

親しくなってみたいと思うことです。このみんなの間

に入っていきたいと思う気持ちの一番ベースのとこ

ろでは、自分にとって新しい人と接する、新しい人と

触れ合うのはいいことだという、そういう気持ちがな

きゃいけない。これを与えてくれるのが家庭生活で

す。 

 それから、もう一つの柱、自己統制と書いてありま

すが、自分をコントロールする力のことです。我慢

はしなきゃいけないところは我慢する、あるところで

はやりたくないことをやる、これがセルフコントロー

ルです。そう考えますと、例えば小さいときだと、お

母さんのしつけを受けるみたいなこと、ほんとうは食

べたくないけれど離乳食を食べなきゃいけない、ほ

んとうはまだ存分に遊びたいけど、表に出ると子ど

もがいっぱい寄ってくるのに、静かにしてなきゃい

けないみたいなことがある。そういうさまざまをどうや
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って学んでいくかというと、親子のやりとりなのです。

親子のやりとりがないと、例えば、お母さんがいつも

と違う表情をする、これは何かやらなきゃいけないこ

とがある、自分って何かしでかしたのかなということ

を、関係の中で察していくわけです。これがだんだ

ん広がっていき、今度はお母さんじゃなくておばあ

ちゃんのところに行ったら、自分は何をしていいの

か、お友達と一緒に保育園に行ったらどんなことが

ある、どんなルールで生活をしなきゃいけないのか

みたいなことを一つ一つ積み上げていく。つまり、こ

れは何かというと、コミュニティの秩序と行動の折り

合いなのです。自分がやりたいことがある、でもい

つも自分のやりたいことだけやっているわけにはい

かない。自分を取り巻いている人たちと折り合いを

つけなきゃいけない。保育園に行ったら保育園の

ルールと折り合いつけなきゃいけない。小学校に上

がったら、小学校のルールだけじゃなくて、人との

約束をする、友達と約束をしちゃった、ほんとうはお

うちでテレビ見たかったのに明日遊ぼうねって約束

しちゃった、友達との約束を守らなきゃいけないと

いうのが折り合いです。自分の衝動と友達との約束、

明日までに宿題をやっておいでねという担任の先

生との約束を自分も守っていかなきゃいけない。あ

るいは、自分は将来これになろうと思って頑張るっ

て気持ちを決めた、すると、時々は何かもう勉強が

嫌になっちゃうことはあるんだけれども、でも勉強を

続けていく、これは意思の問題です。その中で、自

分と、それから自分で約束した自分はこれをやりた

いですという自分の目標との折り合いです。そんな

ふうにして力を積んでいくのです。これが、実は子

どもの忍耐力とか周りへの適応を支えているんだろ

うと思うのです。 

そういったものを支えている背後の一番大事な

柱だと思うのが、自尊感です。子どもたちが自分で

大丈夫、自分らしいっていいことだなと思いながら

育っていけるか。これは、ほんとうに小さい子どもの

時代から大きくなるまですごく大事なのです。自立

をした後でもこの自尊感が支えになってくれる。こ

の自尊感の支えがないと、自分が存在する意味を

感じないということですから、鬱になってしまう。 

この３つの柱のどれが欠けてもだめで、こういう課

題を一から積み上げていくことで、最終的に、自分

の力でコミュニティとかかわれるようになっていく。そ

のことが大事です。共存が不可能になったときに孤

独、孤立とか、ひきこもりとかいうものになってくるわ

けですけれども、その問題とどんなふうにかかわっ

ていくかということを考えます。 

■自尊感と共存（自他の多様性への寛容） 

 子どもたちは、自分の意味を自分でうまくつかめ

ない。どうしてかというと、自分で自分を選んでいな

いからです。子どもは自分で自分の名前をつけたり

しません。それから、男であるのか女であるのかとい

うことを自分で選んでいません。自分で選んで生ま

れてきたわけじゃない。自分の性格も、自分の能力

も、別にこうやって産んでほしくて生まれてきたわけ

じゃないんです。それが子どもの特徴です。 

 ただ、大人になるということは、選んでいないけど、

この自分でやっていくということに腹をくくること。し

ょうがないけど自分でやっていく。やりたくないけど

も、例えば人前に出たら自分の特性、女、男で、こ

んな能力で、こんな声でとか、自分で責任を持たな

いといけません。大人としてやっていくということは、

この自分について自分で責任を持つこと、選んで

ない自分を選び直していることなのです。この自分

を背負って大人になって出て行くときに大事なこと

は、自分を肯定することです。嫌なところもあるんで

すよ。嫌なところもあるけど、まあ、この自分で何と

かやっていけるなと思ったときに、初めてその人は

自立ができる。自分の責任が持てる、自分を選び

直すことができるということがあるのですね。 

 今お話した自立課題の一番大事なことは、自分

のあり方、自分の全体として嫌なところも含めて、自

分を全部気に入っているわけでないけど、けれども、

この自分でやっていく。つまり、自分のあり方を受容

できるかどうかということなのです。では、自分であ
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ることを受け入れるのに必要なこととは何か。どうし

たら嫌なことも含めて自分というのを受け入れること

ができるか。そのために周りがどう力を貸してあげら

れるだろうかということを考える。 

 一方では、実際に受け入れ切れない人たちという

のはいて、自分のことが嫌いでしようがなくて自分

のことが嫌いだから自分を傷つけたり大人に反抗し

たりする。そういう人たちが自分の母親だったりに何

て言うかというと、何で私を産んだんだ。こうやって

育てた責任とりなさいよみたいな迫り方をする。親と

しては返す言葉がない。なぜなら別に子どもがこう

いうふうに生まれてほしいと言ったわけじゃないから

です。親が産んだというある種、引け目、負い目み

たいなものがありますから、どうしても親はそれを言

われるとうまく対応できないみたいな関係になって

いってしまうというすごく難しい状況というのが、しば

しばあります。そのことの一番根本は何かというと、

自分のありのままを受け入れるという状態なのだろう

と僕は思うのです。そうすると、自分が周りを受け入

れて、周りとかかわっていくことが難しくなっていく。

そこにひきこもりという状況が生まれてくるとしたら、

ひきこもりにどうやって対処するかということよりも、

もう一回、ｂｅｉｎｇって何か、ｂｅｉｎｇを手当てするには

どうしたらいいか、周りのコミュニティがｂｅｉｎｇの問題

に対してどういう向き合い方をするかということを考

えていくほうが、遠いようで実は近いというふうに考

えるのです。 

■自分らしさとｂｅｉｎｇ 

 あらためて、ｂｅｉｎｇとは何かということをお話ししま

すと、意味としては、ほかの誰でもないその人であ

るということ。けんちゃんのｂｅｉｎｇは、けんちゃんは

誰でもないそのままがけんちゃんだ。子どもなら誰

でもいいわけではなくて、その子じゃなきゃだめとい

うことです。お母さんのｂｅｉｎｇと言うと、自分にとって

優しくしてくれる人だったら誰でもいいわけではなく

て、このお母さんじゃなきゃだめなんだということ、こ

れがｂｅｉｎｇです。それが具体的に何を意味するか、

どんなあらわれ方をするかというと、その人らしいあ

り方とか感じ方とか考え方とかです。ただ、そのあり

方とかっていうあまり動かないものだけではなくて、

そのときの気分とかやる気とか、そのときの対人関

係とかいうことも含めて、常にｄｏｉｎｇの背景にあって

見えないもののことなのです。 

 僕の経験上、子どものｄｏｉｎｇ、子どものやることに

は、必ずｂｅｉｎｇの背景があります。子どもの心の病

気というと、大抵、子どものｄｏｉｎｇが問題にされるん

ですよ。学校に行けませんとか、暴れますとか、こだ

わりが強いですとか、自分のわがままがとまりません

とかっていう、みんなｄｏｉｎｇです。でも子どもが何か

をする時、そこには必ず意味がある、つまり、ｂｅｉｎｇ

がある。でも、往々にしてｂｅｉｎｇのところを無視して

ｄｏｉｎｇの対策だけ考える。だから、学校に行けない

というｄｏｉｎｇの問題があれば、それは必ず何かしら

のｂｅｉｎｇの問題を含んでいます。必ずｂｅｉｎｇの背

景があります。もしかしたら、いじめられたかもしれ

ない。もしかしたら、学校がどうしても合わない子が

いるかもしれない。先生のことが好きになれないか

もしれない。おうちとかお母さんのことが心配でおう

ちを離れられないかもしれない。みんな違うわけで

す。ところが、不登校対策というときに何を考えるか

というと、ｂｅｉｎｇの問題に目を向けるのではなくて、

ｄｏｉｎｇの問題に目を向ける。どうやったら子どもが

学校に戻れるかとか、子どものｄｏｉｎｇに対する私た

ち大人もｄｏｉｎｇを考える。もしかすると、その結果と

して子どもは学校に戻れるかもしれない。でも、そ

のときのｂｅｉｎｇの問題ってどうなってしまうのですか。

これについて誰も手を触れないということが往々に

して起こるのです。誰も手を触れてこなかったら、子

どものｂｅｉｎｇは間違いなく傷つくのです。誰も自分

のほんとうの気持ちをわかってくれないけれど、自

分を学校には行かせようとすると思うわけです。ｂｅｉ

ｎｇとはそういうもので、常にｄｏｉｎｇの背景にあって、

ほんとうは私たちが一番目を向けなきゃいけないの

だけれども、そもそも私たちの中にｂｅｉｎｇという発想

があまりない。ｂｅｉｎｇを大事にして、子どもを育てる
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という発想がないのです。というところに問題があ

る。 

もう一つ言うと、いいｂｅｉｎｇが大事で、子どもが自

分は自分でよかったなと思える。自分が自分に意

味がある、自分らしさに意味があると思えるか、これ

がいいｂｅｉｎｇなのですが、それを維持するためにど

うしていくかです。いいｂｅｉｎｇを維持するというのは

なかなか難しい。そして、よいｂｅｉｎｇを維持するた

めには他者とのかかわりが絶対に必要なのです。

周りの人が自分を大事にしてくれるという経験があ

って初めて、自分はいい、自分で大丈夫、自分で

やっていけるというふうに思える。そうすると、先ほど

のお話に戻りますが、子どもをどういうコミュニティが

支えていて、周りの大人たちみんなが私のことを大

事にしてくれるという感覚が大事なのではないだろ

うかと思います。 

 私たちの子どもに対する見方にｂｅｉｎｇという視点

を持ち込んだらいいのですが、僕らが子どもを見る

ときに持てない視点なのです。なぜかというと、私た

ち自身もｂｅｉｎｇじゃなくてｄｏｉｎｇ中心で動いている

からです。子どもを受け入れるときにｄｏｉｎｇ中心で

見るので、見えてこないのです。ただ、それを見な

いとわからないことがどうもいっぱいある。１つは、養

育。子どもを育てるというのは、あるいは逆に子ども

が育つというのは、ｂｅｉｎｇの継承なんだと言うことで

す。これを言ったのは、イギリスのウィニコットという

人なんですけれども、彼は子どもがｂｅｉｎｇを受け継

ぐという、その議論をしているときに、主に母子環境

を見ているのですね。お母さんが全人的にいてあ

げることによって、子どもがいてもいいという感覚を

受け継ぐ。でも僕はそれだけではないのではない

かと思うのです。つまり、母子間だけではなくて、コ

ミュニティとの関係も継承をする。子どもがいいｂｅｉｎ

ｇを受けとれるというのは、自分を取り巻いているコミ

ュニティからももらう、つまり、コミュニティがいいｂｅｉ

ｎｇを持っていれば、子どもはいいｂｅｉｎｇを受けとる

ことができるという側面もあるはずです。それで、自

分もいいｂｅｉｎｇをつくって、いいｂｅｉｎｇを持った子ど

もをつくることができる。こういう世代間の伝承です。

次の世代に受け渡していくことが、コミュニティとの

関係においても継承していくのではないかなと。と

いうことは、コミュニティがいいｂｅｉｎｇを持てない、持

てていないということは、この伝承がうまくいってい

ないということを意味していることになります。何でそ

れがうまくいかないかというと、ｄｏｉｎｇ偏重の社会状

況がｂｅｉｎｇの成熟を困難にしているからです。私た

ちの社会はｂｅｉｎｇ中心なんです。ｄｏｉｎｇ偏重という

ことは、子どもをｄｏｉｎｇではかる。 

 子どもにとっては親がいるということが価値です、

特に初めの１年目がそうなんですね。親にとっても、

子どもが何をするかではなく、いるだけでいい。いる

だけでいいというところに戻れるかどうか。それがｂｅ

ｉｎｇの価値なのですが、今の時代どうしても、子ども

を育てるということは達成できるようにするということ

にならざるを得ないのです。それはしようがないにし

ても、ｂｅｉｎｇという要素があるということを忘れてしま

うと子どもの being は育たないのです。 

 最後に絵を１枚、この絵だけ印象に残ってくれれ

ばいいかなと思う絵を差し上げて、この後のパネル

の参加者の話にできたらつなげていきたいと思いま

す。 

 マトリックスを書きましたけれども、縦軸が自尊感、

横軸が能動性、アクティビティー。能動性というのは、

どれだけ周りに対してアクティブであるか、どれだけ

周りに働きかけられるか、どれだけ周りとつながれる

か、そういうアクティブさ、能動的であるかということ

を考えてます。縦軸は自分がやっていてうまくいっ
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ているという。感覚です。言い換えれば、縦軸はｂｅｉ

ｎｇ、横軸はｄｏｉｎｇなんですけども、具体的な子ども

の姿を思い浮かべていただけると少しわかりやすい

かもしれません。 

 右上の部分はHigh（ハイ）‐ｄｏｉｎｇ・High（ハイ）‐be

ｉｎｇの状態です。これを子どもらしいと思うことが私

たちの気持ちがすでに doing 中心になっている証

拠です。頑張っている子ども、周囲に対して働きか

ける、ねえ、一緒にやろうよと言って周りにアクティ

ブにかかわろうとする、自分の世界を広げられると

いう好奇心の子どもの姿です。僕らがこういう子ども

を見れば、元気でいいね、子どもらしくていいねと

思いますよね。思うのだけれども、これが子どもの心

の動き全てではないのです。子どものｂｅｉｎｇが下が

っているとき。何かお手伝いをするとか、これをやっ

てみたいとか、たまにはいたずらをしてみたり、だけ

れど、それがうまくいかない、いたずらが見つかっち

ゃった、お手伝いをしても、そんな頼んでもいない

ことをしてみたいなことを言われちゃって、やり過ぎ

て怒られちゃう。楽しかったけれども、トラブルにな

っちゃう。そうすると自尊心が落っこちる。自尊心が

落っこちて、でも、まだ自分は自己主張をしたという

ときは、いらいらしたり、言いわけしたり、反発したり

する、そういう子どもたちの姿があるでしょう。それが

この右下の部分です。 

 ｄｏｉｎｇも下がっちゃう。つまり、やれることがなくな

って、周りとも積極的にかかわることをしなくなって

しまう、そういう自分が嫌でしようがない、うまくいか

ないことはわかっているんだけど、出口がなかなか

見つからないというときの子どもは Low（ロー）‐ｄｏｉｎ

ｇ・Low（ロー）‐ｂｅｉｎｇなんです。すねちゃったり、い

じけちゃったり、孤立したりして、何か頑張っても諦

めちゃうみたいな。それがこの左下の部分です。 

 問題はこの左上の部分です。ここに何があるか。

この表のヒントをくれたのは、とある学校の校長先生

ですけれども、その先生いわく、「田中先生ね、学

校ってあまり子どもがまったりしている場面ってない

んだよね。学校であまり子どもはまったりしているの

は好きじゃないんだよね」そうですよね。学校にまっ

たりしている子どもはいないんです。のんびりしてい

る子だとか、ゆったりしている子とか。まったりできて

いるとき、ｄｏｉｎｇは低いんですね。ちょっと今、何も

したくないと思っているだけど、そのときの自分は全

く悪くないと思っている状態です。 

 子どもの気持ちって実は振り子みたいなところが

あります。何の振り子かといいますと、真ん中が年

齢層で、こっち側が背伸びで、こっち側が甘えとか

です。真ん中は年齢相応ですが、そこにいるのは

ほんの一瞬で、残りは背伸びをしているか甘えん坊

をしている。子どもは背伸びをしようとすることで伸

びていくのです。新しい世界を経験することができ

る。新しい世界に手を伸ばしていくことができる。子

どもたちの自己主張って大体そこから始まるのです。

１歳児ぐらいのときに、できもしないことを自分でや

るんだって頑張って、手を貸すな、それが子どもの

自己主張で背伸びです。でも、それがあるので、子

どもは１人で靴下を履けるようになる。１人でフォー

クを使ってご飯を食べられるようになる。１人で歩い

ていけることができるようになる。ただ、いつも背伸

びしているかというと、そうじゃない。背伸びしない

時期が、つまり、やれるのにやらないことが幾らでも

あるんです。大人は１回できたよね。だったらできる

でしょ、と思います。でもできたのは背伸びしている

からできたのです。背伸びらなくなっちゃうとできな

くなる。子どもにとってはできるのもできないのも含

めて本物です。 

 そうすると、頑張る、働きかける好奇心。実はこれ

が背伸び状態です。ということは、背伸びができな

いときがあり、High（ハイ）‐ｄｏｉｎｇ・High（ハイ）‐beｉｎ

ｇが維持できないと Low（ロー）‐ｄｏｉｎｇになっちゃう

かもしれないし、Low（ロー）‐ｂｅｉｎｇになっちゃうかも

しれない。学校がうまくいかなくなればいらいらする

し、言いわけするし、いじけちゃうし。ただ、さっきの

振り子の振れが上手にできるためには、振り子が新

しいエネルギーをもらわないと先に行けないわけで、

そのためにはdoingはひくくてもbeingは低くない状
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態が必要なのです。 

すると、学校というのはｄｏｉｎｇの世界なんですね。

つねに頑張ることに重きがある。そうすると子どもは

右下の部分との間を揺れるしかないことになる。 

 どういうふうに子どもが自分を維持できるか必要な

のはこのまったりの部分なんです。強制すれば子ど

もは嫌々でもそれをするけども、そのときにｂｅｉｎｇが

下がっちゃっていたら、それは子どもの力にはなら

ない。子どもを自立させていくという力にならないと

いうことを僕らが考えてあげなきゃいけないわけで

す。今、世の中全体がｄｏｉｎｇ社会なので、ｄｏｉｎｇさ

え高ければいいと思ってしまっていて、子どもたち、

青年たちのｂｅｉｎｇのことはあまり考えなくなっている。

コミュニティが、ｂｅｉｎｇが大事。コミュニティのｂｅｉｎｇ

も大事ですし、コミュニティを介して成長していく子

どもたち、青年たちのｂｅｉｎｇが大事という気持ちと

いうか考え方が必要なんじゃないかと思うのです。 

■おわりに 

それぞれのあり方というのが大事と、どんなことが

生まれてくるか、どんなことが言ってあげられるかみ

たいなことで、私の話を終わりにしようと思います。 

こういう生き方もいいんじゃないかなと私たち大

人から子どもたち、青年たちに伝えられるかというこ

と。なかなか言ってあげにくい。例えば子どもたちが

夕方、学校や仕事から帰ってきて、今日１日、何や

ってたの？今日休みだったので１日ゲームしてたと

か、もうちょっとやることないのとつい怒っちゃう。で

も、そのときに、そういう生き方もいいんじゃない？ 

と言ってあげられるか。つまり、まさに子どものｂｅｉｎ

ｇを否定するということから始めない。でも、こんなこ

ともできたらちょっと得だったよね。こんなこともでき

たよね。そのときに子どものｂｅｉｎｇを肯定してから、

子どものｄｏｉｎｇについて一緒に考えていくことが初

めてできるんじゃないかなと。青年たちについても

同じことだろうし、それが私たち、子どもを取り巻くコ

ミュニティや人間にとっても、いいものをつくってい

くのではないかなと思います。 

 時間超過しちゃいましたけれども、私のお話を終

わりにして、休憩を挟んでほかの先生たちの話を伺

ってみたいと思います。どうもご静聴ありがとうござ

いました。 
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◆パネルディスカッション 

社会の変遷と若者たち 

～これから私たちができること 

≪パネリスト≫ 

■田中 哲（児童精神科医） 

■井出 草平（社会学者）

■中塚 史行（子ども若者ネットワーク代表）

≪モデレーター≫

河津 英彦（元淑徳大学教授）

【河津】 みなさん、こんにちは。秋晴れで、すがすが

しい日和ですけれども、おいでいただいて、大変あり

がたく思っております。 

 今、田中先生からも being と doing を、我々は今まで

あることとすることみたいに考えていましたが、こういう

言い方の表現もあるのだなと、改めて気づかされまし

た。大変、視覚的にも訴えていただき、言語化すると

きにどういう言葉で表現すれば今の子どもたちの状態

をよく理解できるかという、そういうことを見せていただ

いたという感じがしました。 

私自身は、もともと品川区の子ども・子育て会議の

会長ということで、来年、第２期が始まりますけれども、

５カ年計画をつくってきました。それ以前に、次世代

育成支援対策推進地域協議会の会長を２００４年から

やっていました。 

さらに、品川区青少年問題協議会のなかで、子ど

も・若者計画策定委員長をつとめました。 

この計画の趣旨は、付属資料をご覧いただくとして、

初めに、子ども・若者シンポジウムの「自分らしく生きる

～孤独と共生を考える」というタイトル、本日のテーマ

について申し上げます。「自分らしく生きる」ということ

で、孤独と共生を考えるという、この場合の「孤独」とい

うのは、寂しいという意味の孤独も当然入るんですけ

ど、それだけではなくて、同時に、独立して生きていく

という積極的な意味合いも二重に込めています。大変

話題になりました、２０１８年１月のイギリスの孤独担当

大臣。孤独担当大臣は、英語ではMinister for Lonel

inessですね。Lonelinessを使っています。寂しさという

ほうの孤独ですね。英語で、もう１つは Solitude という

言葉があります。それは、ソロ活動のソロですよね。み

んなで合唱するのではなく、あるいはデュエットの部

分を今日は独唱で歌いますというとソロですね。そうい

った、積極的な意味も含めて、孤独というものを考え

てみよう。それから、共生ということは、障害者基本法

で見ると、自立と社会参加がキーワードでした。そうす

ると、孤独を自立に置きかえて、共生を社会参加に置

きかえると、障害者基本法の考え方とも重なってくる

部分があるかと思います。さらに障害者基本法は、そ
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の後改正をする中で、人間が相互に個性と人格を認

め合って、これで共生する社会をつくっていこうという

言葉が、もう、今は入ってきています。そういった流れ

が、一方ではあるということになると思う。 

 そういう意味を込めていますので、孤独と共生。自立

というと、ちょっと冷たそうな感じがありますけれども、

先ほど、田中先生からも、こういうふうに自立を考えた

らというお話もありました。早速これから、あと２人の登

壇者の方に２０分ずつ、田中先生のお話も踏まえなが

ら、ご意見を伺ってみたいと思います。 

 それでは、初めに、大阪からおいでいただいた井出

先生、どうぞお願いいたします。 

■パネリスト（井出氏）によるプレゼンテーション 

【井出】 よろしくお願いします。専門は社会学をやっ

ておりまして、今日、しゃべる内容は社会学よりも精神

医学に近い内容かと思います。今日は臨床における

問題の切り分けについて話してみたいと思います。問

題の切り分けは、どのような対処をするかということを

考える時に必要になる基本的な整理です。 

いつもはひきこもりの話をすることが多いのですが、

今日はひきこもりに限定した内容ではなく、不登校、

就職の困難を抱えていたり、友達となじめなかったり

する若者全般の話ということなので、話は多岐にわた

ります。一つ一つ具体例は出していくのですが、それ

らの例は問題に限定した話ではなく、若者の困難全

体を通した問題が通底していると捉えてもらえるとあり

がたいです。ちょっと抽象的になるところはあるかなと

は思いますが。 

まず、整理をすることが問題に相対するときの第一

歩です。整理をするというのは結構重要な作業です。

学術的に整理をするという意味も含みますがそれだけ

ではありません。臨床をする上でも、支援をする上で

も、行政が施策を考えている上でも、整理は非常に重

要です。ひきこもり支援では、整理ができていないた

めに今までさまざまな失敗があります。例えば、うつ病

でひきこもり状態なのは、ひきこもりではないというよう

な考え方ですね。これも整理の失敗です。ひきこもり

は精神疾患ではない。まあ、確かに精神疾患には入

らない。だからといって医療を受けなくてもといいとは

ならないのです。これはひきこもりでの一例ですが、若

年の問題全般で整理の失敗が起こっていると思って

います。 

 この問題の整理をしないと、相談先というか、臨床家

へのアプローチというのを間違えてしまうかもしれない

ので少し整理していきましょうという、そういう話です。 

このスライドで示した「多軸診断」というのはアメリカ

の精神学会の診断基準で、２０１４年まで使われてい

た DSM-IV の区分です。２０１５年からはいろいろなも

のを評価するのではなくて、精神疾患だけ評価してい

きましょうということになった。精神医学では総合的な

評価をしなくなったのですが、実際の臨床、支援では

この区分というのは非常に優秀です。 

１軸と呼ばれるのが精神科疾患で、いわゆる精神

疾患ですね。うつ病であったりとか、不安症だったりと

か、統合失調症だったりするのは全て１軸に入ってい

ます。２軸というのが、パーソナリティーの問題です。３

軸目が身体疾患。４軸目が心理・社会的環境。５軸目

が社会的・職業的機能。これは学校に行っているかど
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うか、職場に行っているかどうかが一つの評価軸にな

ります。これが職業的機能となですね。社会的という

のはコミュニケーションをとっているかどうかです。友

人とか、職場の同僚とかとコミュニケーションをとって

いるかどうかです。この社会的・職業的機能の評価が

５軸です。社会的職業的機能が落ちている状態は、

ニート、ひきこもり、不登校に該当します。 

例として出しているのは、１軸がうつ病、３は特にな

くて、４の心理社会的環境は貧困だと書いてあります。

うつ病で貧困である。それから５軸目は不登校です。

家庭に不登校のお子さんがいるとします。ごちゃごち

ゃとした問題をそのままにして支援をしても、あまりうま

くいきません。精神疾患があるなら精神疾患の治療を

しなくてはいけません。社会的な環境、ここでは貧困

ですね。子どもの貧困の問題があれば、福祉的な支

援が必要なので福祉課など行政への相談が必要に

なってきます。生活の問題があれば、必ず精神医学

的な問題があるとは限りません。１軸の精神疾患がな

くて５軸ひきこもりだけであるという人もいます。ですか

ら、うつ病などの精神疾患とひきこもりは重なることが

ある。どちらか一方からカテゴライズされるものではな

い。ひきこもりだからといって必ず精神疾患があるわけ

ではない。ひきこもりの５軸と、精神疾患の１軸は別々

に評価すると問題がかなりクリアになります。この整理

を失敗すると、ひきこもりは精神疾患じゃないから、精

神科に行かない。その結果、精神疾患が長期化して

なかなかひきこもりが治らないといったケースが非常

に多くあります。この５軸に分けて、問題を抱えている

人の状態を整理していくとどういった対処が必要なの

かがわかりやすくなります。 

ひきこもりに関わっていると、私たちの常識も修正

する箇所があることに気づかされます。伝統的には、

１軸、つまり精神疾患を治療すると、人間は学校に行

ったり仕事に行くと考えられていました。これは、病気

を直したら働きだすだろう、という思い込みはいまだに

根強くあります。身体的な疾患の場合は、精神ほど難

しくないのです。例えば、スキーに行って足の骨を折

ってしまった場合、病院にいってギプスをはめて松葉

杖をもらって動けるようになったらある程度復職できる

し、松葉づえが必要なくなれば、ほとんど元通り働ける

ようになるでしょう。これは、本人の働く気と働く用意が

もともとあって、ケガが治ればすぐに働けるためです。 

精神の場合は、これほどシンプルではありません。

病気が治れば働けそうに感じられますが、さきほども

ちらっと言ったように、本人に働く気と働く準備ができ

ている必要があります。ほとんどのひきこもりの人は働

く気はあります。学齢期であれば学校に行きたいと言

います。しかし、働く準備ができていないことがあるん

ですね。働きたいけど、働けない、といった状態です。 

１軸と５軸の話でいうと、１軸は１軸の対応をしないと

いけない。５軸は５軸の対応が必要です。つまり、社

会に戻る仕掛けというものがないと、病気が治ったか

らといって、人間は意外に社会に戻っていかないもの

なんです。そのため、不登校やひきこもりは支援が難

しいとされているのです。これが、不登校やひきこもり

の支援が抱えている問題です。 
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今回は、若い人の困難の問題なので、「発達」につ

いて触れておこうと思います。成人ももちろん発達して

いきますし、進歩もしていくのですが、思春期以降の

発達と比べて、スピードだとか質の面ではかなり違い

ます。発達の方向づけを失敗すると、社会復帰が難し

かったり、精神疾患が治らなかったりするのですが、

逆に上手に整えられると、無理なく社会復帰ができる

傾向にあります。発達という観点はやはり成人と若年

との大きな違いなのではないかと思います。 

精神疾患の治療というと、大まかには、投薬か精神

病理の介入をすることになります。ここでは、摂食障害

を例にとりましょう。心理療法もしくは精神療法と呼ば

れるカウンセリング技法にもいくつか有効な方法はあ

りますが、最近注目されているのは「思春期の拒食症

のための家族療法」です。略してＦＢＴと呼びます。思

春期の拒食症の家族療法は昔からあるのですが、近

年、ジェームズ・ロックという医師が発展させたアプロ

ーチが興味深い。治療成績で３分の２程度が治るとい

う結果が出ており、今までの治療法より格段に良い成

績を残しています。 

FBT の条件は、家族同居であり、１８歳以下である

という点で、摂食障害といっても、食べないタイプの拒

食症です。１８歳以下というのは、もともとアメリカのア

プローチですので、アメリカの制度との関係があります。

アメリカは１８歳になると大学に行きますが、多くの学

生は親元から出て、ハウスシェアとかルームシェアな

どで大学の近くに友達と住んだりします。親元にいる

間に拒食症を治すという方法なので、18 歳という制限

がついています。 

このＦＢＴの興味深いところは焦点を体重に絞ると

いうところです。体重が摂食障害の中心的病理かとい

うと実は違うのですが、体重にわざわざ焦点化すると

ころがFBTの優れているところです。精神病理には触

れずに、思春期の「発達」を原動力に精神病理を直し

ていこうという発想があります。 

治療過程を簡単に言いますと、家族を治療の主体

にすることです。最初にすることは、父親・母親に来院

してもらい、食事セラピーをすることです。家族が治療

の主体になり、発達をうまく方向付け、学校や友だちと

の関係性の中で成長してくと、摂食障害が治る、とい

うのが、このセラピーの特徴です。 

その発達の方向づけというのは何かという話に移り

ましょう。家でひきこもって孤立をしている、ひきこもり

自体が大変なことで、解決すべき問題だ、という社会

的風潮や規範はあると思います。僕もそれは間違い

だとは言い切るつもりはありませんが、ひきこもりその

ものが問題だとは実はあまり思っていません。ひきこも

りが問題なのは、もし問題にするならば、仲間集団と

かの中で発達が見込めないことです。家でひきこもっ

ているのであれば、例えばフリースクールに行って、

なんていうのも１つの手です。いろいろな人との交流

があるわけです。そうすると、発達が促されるわけです。
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なので、月に一、二回行くような通信制で、なんとか高

卒を取るよりも、他者との交流があるスペースに行った

ほうが、その後、社会に戻りやすくなります。あたりまえ

ではありますが、人と関わると、人間的な成長があるん

ですよね。もちろん、不登校になっている子どもです

から、フリースクールやフリースペースにいけばストレ

スも抱えることになるでしょう。とはいえ、人間的な成長

の機会を手放すのは惜しい。このあたりのバランスと

いうのをうまくとっていくというのが、支援で肝要なとこ

ろです。もちろん、無理やり学校に行くという選択をと

る人もいます。学校に行けないような子に無理やり学

校に行かせると、ストレスがかかってしまうので、疲労

がたまり、ひきこもりになる可能性かあります。ひきこも

り状態になるよりも、フリースクールやフリースペースに

行けるのであれば、行った方がいい。これもバランス

ですね。  

次は、一般的なひきこもりの支援手順をみていきま

しょう。ひきこもり支援は、本人支援、家族支援、家族

関係支援、３つに分けられます。ひきこもりの支援とい

うと、１番目の本人支援というのがすごくクローズアッ

プされるのですが、１と２と３、同じぐらいのレベルでや

らないと、なかなかうまくいきません。ひきこもり状態に

あるのは、本人なのでそこへアプローチをするというの

が普通の発想ですが、本人支援の優先度というのは

高くない場合がしばしばあります。 

ひきこもり支援の大前提は本人がひきこもりやすい

環境をつくることです。ひきこもりが治ってほしいのに、

ひきこもりやすい環境をつくるのはおかしいように聞こ

えるかもしれませんが、ひきこもりをお休みと捉えれば、

それほど変には感じないのではないでしょうか。休み

のときはしっかり休まないといけません。居心地の悪

い環境で休んでも回復はしません。ですから、ひきこ

もり支援の第一歩は、本人が快適に休める環境を作

ることなんです。これは、一般的な常識とは食い違い

が出ていると思います。ひきこもりやすい環境を作っ

たら、ずっとひきこもり続けるのではないかと心配にな

ってしまうとは思いますが、真実は逆です。とりあえず

休まないと社会には戻れないわけですから、十分休ま

せることが重要です。休むのは１年くらいでだいたい

のケースは大丈夫だと思います。この時に、家族がし

てしまいがちな間違いは、毎日説教したり、「出でい

け！」と怒鳴ったり、「食べさせない」などということで

すそういう環境はひどく居心地が悪いですから、ちゃ

んとした休みにはならないんですね。休めないひきこ

もり生活をしてしまいうと、けっこうズルズルと長く続い

てしまったりします。 

居心地のよいひきこもり生活環境を整えた後は、精

神疾患と身体疾患のチェックをする必要があります。 

精神疾患の治療が１軸の対応です。もう１つ大きな働

きかけは５軸の面で社会参加への準備をどのように整

えていくかです。これも親やひきこもり本人だけで考え

てもあまり正解は導きだせません。相談機関で話を聞

くことがよいでしょう。 

では、具体的に社会にどうやって戻っていくかとい

うことですが、基本はスモールステップです。負荷がド

ーンとかかるとひきこもりに戻ってしまうので、徐々に

負荷を上げていき慣れていくということが重要です。

いち早く社会に戻りたい、学校に戻りたいというのはあ

るかもしれませんが、この辺は少しゆっくり、どっしり構

えた方が、結局早く行けるものです。急がば回れ、と

いう言い回しが一番しっくりきます。 

19



 次に家族支援です。ひきこもり支援ではここが重

要だと思います。先ほど、ＦＢＴの拒食症の話もしまし

たが、家族を治療の主体にすることが最も良い治療法

です。家族を治療主体にすると、発達を味方つけるこ

とができるので、非常に強力なんですね。精神科の先

生とか臨床心理士の先生は、会おうといっても２週間

に１度であったり、短時間です。やはり四六時中一緒

にいる家族が治療的になることが、最も高い治療効果

が望めるのです。 

スライドには不適切な行動が書いてあります。これ

は、人であれば思わずやってしまう行動です。説教、

叱咤と書いてありますけれども、叱咤激励的なもの。

親心的には思わず出てしまうものですが、これは効果

がありません。むしろマイナスの効果があり、ひきこもり

を重篤化させることすらあります。また、犯人捜しも無

意味です。例えば、お父さんが、子どもがひきこもりに

なったのは母親のせいだと言って逃げてしまったりと

かすることがありますが、これは良くないパターンで

す。 

 ひきこもり生活を快適にすることが重要だと言いまし

たが、それには家族の協力が不可欠です。つまり、家

族がひきこもりを受け入れることです。本音のところで

は、ひきこもりを認められないとは思うので、無理なと

ころではありますが、無理であれば、フリだけでもなん

とかしてみるしかありません。それから、家族はずっと

ひきこもり状態でいて欲しいほけではなく、いつかは

社会復帰を目指すわけですから、計画表なんかをつ

くっておいたほうがよいでしょう。終わりの見えない中

で物事に取り組むことは非常に苦しいことですので、

だいたいの計画を立てておいた方がよいわけです。

何年後のここの日程、何年後に受験するとか、そうい

う具体的なものではなくて、ざっくりとした計画表です

ね。 

ひきこもり支援では親がつぶれないようにするケア

することも重要です。親が心地よく生きられていないと、

その不満は子どもに向きます。説教とか叱咤激励が

増えるわけです。それはひきこもりの支援を考えた上

でも、マイナスになります。親のケアも必要です。 

最後に、一番難しい、なかなかできないことなんで

すけれども、家族は子どもに本音でぶつからないとい

うことが必要だということについて話しましょう。本音で

ぶつかれば解決すると私たちは少し思い過ぎていると

ころがあります。子どもに、ひきこもりや不登校や就労

などをさせたいという目標があるならば、目的に則した

やり方で対処する必要があります。 

親支援とは、親が子どものひきこもり状態を担保す

ることと、子どもを叱咤激励しないことと、親のケアの３

つが主要な項目です。そして、望めるのならば、子ど

もに求めるのは「生きていれば OK」と存在を肯定でき

るように、親も考えられるようになることです。 

家族「関係」の支援を３つ目にあげました。家族支

援のほとんどの部分は家族の「関係」を改善するため

のものです。 

最後に、チェックリストをつけました。１から５軸のア

セスメントを行えているかどうかです。１のアセスメント

は精神科医療の取り組みですし、社会福祉士とか、ケ

ースワーカーさんなんかも入ってもいいかもしれませ

ん。そういったいろいろな専門家が関わること、１つの

問題に還元してしまわないことが重要です。ひきこもり
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もそうですが、若年・思春期の問題は単一要因で生じ

るよりも、複数要因によって起こっていることが多いで

すので、それぞれの軸での仕掛けを作って支援をし

ていくことが重要です。それから、発達の方向づけで

す。これは発達を味方につけるというお話をしました。

成人でも発達はしますが、思春期・青年期では大幅

な発達をしますので、これを味方につけない手はない。

そして最後に、時には休むことも必要だということです。

ひきこもりや不登校など若年・思春期におこることを悪

いことと考えずに、次につながるステップの休憩のよう

に捉えていくことも必要な視点ですね。 

発表の部分ですけれども、僕のほうからは以上で終

わらせていただきたいと思います。ありがとうございま

す。 

【河津】 ありがとうございます。井出先生からは、問題

を整理するというところから入られまして、発達の方向

性を上手に使うとか、具体的な例では、拒食症のＦＢ

Ｔの問題、それから一般的なひきこもり支援への提言

といったような話を伺いました。 

 それでは、地元の、品川のフリースペースを運営し

ている中塚先生に、この後、お願いします。 

■パネリスト（中塚氏）による取組紹介

【中塚】 子ども若者応援フリースペースを運営してい

る、子ども若者応援ネットワーク代表の中塚といいま

す。僕自身、品川生まれの品川育ちで、地元の方は

わかると思うのですが、伊藤小学校、冨士見台中、通

っていた学校はこれですが、僕のアイデンティティー

としては、地元の保育園、学童・児童センターと、どち

らかというと、学校だけではなく地域で育てられたとい

う思いがあります。そのため、地域にまた何か、僕自

身ができることがあったらいいなと思って、子どもたち

や若者たちとかかわりを持たせていただいています。 

 今回、昨年の７月に子ども若者応援フリースペース

がリニューアルして、品川区の応援で自分たちの居場

所をつくることができて、日々、子どもたちや若者たち

と楽しくやっています。その居場所の様子が、どんな

雰囲気なのか、なかなかお見せする機会がないと思

って、撮りためた写真をスライドショーとしてまとめたも

のがあるので、まず最初にフリースペースがどんな雰

囲気で、どんな様子でやっているのかというのをご紹

介したいと思います。 

フリースペースは、「安心できる」「自信がつく」「仲

間がいる」という３つのコンセプトで立ち上げました。一

人ひとりの子どもたちが自由にこの場所に来て、自由

に遊び、かかわりを持もちあっています。ゲームの前

で寝ている子もいますが、うるさいと思うのですが、先

に田中先生のほうからお話のありました、「安心してこ

こにいていいんだよ」という雰囲気で居場所づくりを行

っています。 

子どもたちや若者たち、自由に好きなことをやって

いるのですが、食べることも大事にしています。お弁

当や、コンビニで買ってきたものを食べることもありま

すが、寄付でいただいたお米を炊いて、手ぶらでも来

ることができるようにしています。また、最近はお菓子

づくりやパンづくりなど、「いてもいい」ということから、

「何かする」ということも、少しずつ増やしています。 

また、若者たちが社会に一歩出ていく、そんなサポ

ートもできたらという思いで、「社会体験プログラム」と

いうものも始めました。ものづくりをテーマにした取り組

みでは、近所にある「おばちゃんち」という団体の一時

預かりの保育施設にクリスマスのデコレーションを若

者たちとつくり、飾りました。 

 夏には品川区で主催している、西大井広場の夏祭

りに、若者たちが出店をするプロジェクトを立ち上げま

した。若者たち自身が、どんなお店ならできるか考え、

準備を重ねました。 

それから、キャンプなどの宿泊イベントや、農業の

体験もおこなっています。農業っていいですよね。人

相手の仕事ではなく、自然相手の仕事は自分と向き

合うような感じで、日をいっぱい浴びながら身体を動

かしています。また、田んぼがあるので、子どもたちに

田植えや稲刈りの体験をしてもらい、ふだんの手入れ

は若者たちでおこなっています。 

お手元の子ども若者応援フリースペースのパンフレ
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ットを見ていただくと、とても殺風景なパンフレットだと

思います。ほとんどが余白のような表紙でつくられて

います。２０１６年、週に１回からスタートしたフリースペ

ースですが、最初から何かすることが決まっていたり、

こういうものが用意されているというようなことではなく、

この真っ白な状態で、来る子どもたちや若者たちでつ

くっていけたらいいなと、そんな思いも込めて、表紙は

真っ白にしました。 

子ども若者応援フリースペースは、今、月水金の、

朝の１０時から夜の７時まで開所をしています。この月

水金の朝１０時から夜７時の時間は、誰でもいつでも、

来ることができる。子どもから若者まで、自由に出入り

ができる、そんな居場所として活動しています。 

今年度から、さらに品川区から応援をいただいて、

火曜日と木曜日も開所することができるようになりまし

た。火曜日と木曜日については、若者中心のプログラ

ムを進めています。火曜日は「若者カフェ」といって、

１８歳以上の若者を対象にしながら、子ども抜きで、若

者たちの居場所をやっています。木曜日は「社会体

験プログラム」として、居場所につながった若者たちの

次の一歩や、またいろいろな体験や経験ができる場と

して今、プログラムを進めています。 

フリースペースは、名前と住所や連絡先ぐらいの簡

単な登録で利用可能です。この９月までの登録分布

をちょっと調べてみました。すると、本当に多世代の子

ども・若者が、一つの場に来ているということがわかり

ます。小学生、中学生、高校生など、高校生といって

も、３年間で終わる子もいればそうじゃない子もいて、

いろいろな学校の通い方というのがあります。高校に

行っていない子たちもいるので、「高校など」としました。

それから、２０代、３０代、４０代、ついに４９歳、今年５０

になる若者も、居場所に来ました。そんな多世代の子

どもから若者までが、１つの場所に集まって、活動して

いる。そんな居場所です。 

フリースペースでは、誰がスタッフで、誰がスタッフ

じゃないかということが全くわからない。初めて来た方

も、誰に声をかけていいかわからないとよく言われま

す。これも、いろいろな居場所や、今までの活動の経

験から考えて、できるだけ、スタッフがスタッフらしくな

いように、場に溶け込むような存在としていられたらい

いなと思ってやっています。普段着でスタッフも場の

中に溶け込むような形でいます。 

それから、学校に行っていないとか、今仕事から離

れているというような、それぞれ問題を抱えていると思

うのですが、相談に来るとか、助けを求めるというとこ

ろから入るのではなく、まずは「ここにいていいよ」とい

うことを大事にしているところです。学校や仕事の問題

は、一旦とりあえず横に置いておいて、ここで自分らし

く、今日のテーマでもあった、自分らしくいていいんだ

よというようなことから、関係がつくれたらいいなと思っ

ています。 

 あとは、「ハートの前に胃袋をつかめ」と書いたので

すが、食べることって、僕はすごく大事だと思います。

若いとお腹がとてもすくんですよね。なので、とにかく

手ぶらで来て、ここにはご飯もあるし、飲み物もある。

品川区や社会福祉協議会から協力をいただき、災害

用のアルファ化米であるとか、いつでも食べられるよう

に用意しています。そうやって、まずはそこに来る子ど

もたちや若者たちがリラックスして、僕らと、またそこに

来ているほかの若者たちと関係がつくれるような、そ

んな関係を大事にしています。田中先生のお話にも

あったように、「する」ということよりも、「いる」ということ

を大事にして、「何かさせる」とか、「してみな」というこ

とではなくて、「いていいんだよ」とか、「僕らもいるよ」

というような、そんな場づくりを目指しています。 

僕がこの実践に気づいたのは、イギリスやヨーロッ

パを中心に、ユースワークという実践を少し学ばせて

いただいて、この地域でも、このユースワークの実践

ができたらいいなというふうに思っているところです。

「ユースワーク」って何なのかというのはなかなか難し

いですし、僕もまだまだ、勉強中なのですが、ぜひ一

度、フリースペースを見て、こういう居場所があるんだ

なとか、こういうものを「ユースワーク」というんだなとい

うことを、皆さんにも知っていただけたらと思います。 

 僕がいろいろ説明するよりも、実際に来ている若者

たちに、何でここに来ているのかということを説明して
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もらったほうが早いかなと思うので、実は今日会場にも

いるんですが、ここに来ている若者に、「何でここに来

ているのか？」とか、「ここに来てどんな感じなのか」と

いうようなことを書いてもらったものを抜粋したものを用

意したので、読みたいと思います。 

 私は、フリースペースに中学２年生から来ています。

中学のころから私は不登校で、一日中家にいて、ず

ーっと寝ている生活をしていました。高校に上がって、

毎日学校に通えるようになって、勉強や学校行事、部

活動、アルバイトも始めて、毎日が忙しくなりました。そ

んな中でも、学校帰り、フリースペースに行って、お母

さんから「そんなに忙しいのによく行くよね」とか言わ

れたりして、改めて、なぜ行くのかを考えました。 

 考えた結果、多分、フリースペースは何もない場所

だからだと思いました。学校やアルバイトの中で、何か

をしないといけないという義務や責任に押し潰されて

しまいそうな日々の中で、少しでも、何もしなくていい、

何もない場所が安心できます。だから私は、フリース

ペースに来てしまうのです。この場所が、変わらず、少

しでも長くあってほしいです。 

これを書いてくれたのはあっちゃん、高校生です。

ありがとうございます。 

最初、白紙のパンフレットから始まったフリースペー

ス。僕も手探りの状態で、今も実践を続けているところ

ではあるのですが、こんな、何もない場所が安心でき

るというのは、僕にとっても大きな発見でしたし、ぜひ、

そういう場所が、ほんとうに地域に根ざして、子どもた

ちや若者たちの身近な存在としてあるといいなという

ふうに思います。 

逆にいうと、そういった、いていい居場所、いられる

場所というのが、子どもたちの周りからどんどん奪われ

ているなということも、最近強く感じるようになりました。

 最初、立ち上げたときは、家庭があって、学校や職

場があって、そして僕らのような居場所がある。第三の

居場所としてのサードプレイスというような、そんなイメ

ージで始めたところではあるんですが、最近、なんか

おかしいぞというふうに気づきました。とにかく、ファー

ストプレイスといわれる家庭、セカンドプレイスといわれ

る学校や職場が、ほんとうに彼らの居場所になってい

ない、機能不全に陥っていると強く感じます。そして、

私たちのような、サードプレイスとして始めたフリース

ペースが、彼らにとって、子どもや若者たちにとって、

ファーストプレイスになっている。昨日、フリースペース

眺めながら、なんかここは、とっても大きなリビングル

ームのような感じがして、そしてみんなが１つの家族で

あったり、お母さんみたいな人がいたり、兄弟みたい

な人がいたり、でもなんか、赤の他人もちょっといるか

なとか、そんなようなつながりのある居場所になってい

る。 

昨日も、「帰りたくない、帰りたくない」って言ってい

た中学１年生の子がいました。もう７時で終わりだから、

閉めなきゃいけない、という話をしたのですが、その中

学生は、「学校や家に、僕の自由はないんだ」と言っ

てきました。「今はフリースペースしか自分が自由でい

られる場所はないんだ」って。「家に帰ると、お父さん

に暴力を振るわれたり、嫌なことを言われたり、ほんと

うに自由にいられる場所はここしかないんだ、もう少し

いさせてくれ」と彼は訴えてきました。ほんとうに、こうし

た居場所をつくるということと、また、家庭や学校の問

題、どういうふうに考えていったらいいのか、すごく考

えさせられます。 

 そんなわけで、いろいろと悩みも多くて、ここで利用

している子どもたちや若者たちを前に、僕が悩みを語

ってどうするんだというような感じでもあるんですが。今、

利用者の登録が昨日数えたら１７７人まできました。と

ても多くの子どもたちや若者たちとつながりをもつこと

ができています。毎日の利用者が２０人から３０人、多

いときはスタッフも合わせて４０人近くになり、もう大分

手狭になってきているというようなことも実感していると

ころです。そんな中で、もっと彼らが生きやすい、住み

やすいまちづくりだとか、地域づくりってどうしたらでき

るのかなということを考えさせられるし、どうしたら変え

ていけるのかなということも考えるようになりました。 

私たちのような居場所を運営する、そういうこともも
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ちろん大事ですが、また彼らが安心して世界を広げて

いけるような、つながっていけるような、そんな地域や

次のステージ、次の居場所というのもつくっていきたい

なというふうに思っています。 

最後に、映像の最後に入れた画像ですが、僕がい

つも仕事をしている机の前には、レゴブロックがジャラ

ジャラジャラと並べてあり、子どもたちや若者たちが机

の前に座って、勝手に何かつくりながら、日ごろの様

子だとかいろいろと話をしてくれます。中には「もう自

分は生きている意味がない」と言って、自宅の４階から

飛び降りた１８歳の若者がいるのですが、今、居場所

にぽつぽつと来てくれて、僕の前に座っては、そこに

あるレゴブロックをこんなふうなすてきな作品にして、

来るたびにいろいろと変えてくれます。そんな若者た

ちともつながりながら、僕は何ができるんだろうかとか、

この居場所はどういうふうにしていったらいいのかなと

いうようなことを考えさせられる日々を送っています。 

また皆さんと一緒に、この場づくり、つくっていきた

いと思いますので、ぜひご協力下さい。どうもありがと

うございました。 

【河津】  中塚先生、ありがとうございました。他区等

でも、若者に対するフリースペースがあるとか、あるい

は不登校の子どもが来る場所もありますけれども、小

学生、それから５０歳近い人までが集まれるフリースペ

ースというのは、ここだけのようです。そういう意味で、

品川区としても誇るべき施策だろうと、私は思っており

ますけれども、実際に実績を上げている。ただし、この

まま誰でも来られるかという入り口問題はどうなってい

くのか。それから、出た後、出口問題ですよね。出て

行った後の社会とどう折り合いをつけていけるかという

課題が残っているようにうかがっておりましたけれど

も。 

 ９月に、私も子どもたち、それから若者たちがいると

きにお邪魔させていただきました。中塚さんは今日よ

りももっと若い感じで、目が輝いていました。全く緊張

がほぐれていて、すごく中塚さんらしい雰囲気が出て

いるというところを見せていただきました。子どもたちも、

まさに先ほどの映像のとおりでした。 

■パネリスト（登壇者）による意見交換

【河津】  それでは、登壇者の方々の間で意見交換

していただきたいと思います。今、お２人の話を伺って、

田中先生のほうから何かございますでしょうか。 

【田中】  すごく面白かったです。思わずメモをとりな

がら聞いていたのですけれども。井出先生のお話を

聞いて、もう少し突っ込んで聞いてみたいことがあり、

こちらからの質問に答えていただければと思います。

実際、お話を聞いていて、ひきこもりへの支援というこ

とに特化してお話を語りながら、１つ、すごく大事なこ

と、ひきこもりだけとなって青年たちが陥ってしまう心

の迷路みたいなものとか、それに対する対策みたいな

ところを、もうちょっと広い視野で実は考えておられる

んじゃないかなという気がして、聞いていたんです。 

【井出】  そうですね。ふだんはひきこもりの話をして

くださいとか、不登校の話をしてくださいと言われるの

で、１００％ひきこもりの話をするのですが、今回、もう

ちょっと広い代わりに、年齢が若年・思春期だったの

で、主だった問題の具体例を出しています。そこから

課題を抽出して、共通するものにまとめ上げられれば

と考えていました。田中先生のように読んでいただけ

ると、僕はほんとうにうれしいなという感じですね。 

【田中】  ありがとうございました。やっぱりそうだった

かなと。そうすると、またひきこもりということだけではな

くて、もう少し広く捉えて、例えば今の時代に提言とい

うか、個々の、この例から推し量る、中塚さんの活動み

たいなことを、例えば、先生のお話の中で、どの辺に

位置づけていけるのかが、どんなあたりに焦点を当て

た活動というふうになるかということをお聞きしていい

ですか？ 

【井出】  さきほど家族を支援すると話をしました。家

族を支援することはどの問題でも最も強力な支援だと

思うのですけれども、それができない時もあるわけで

す。家族がいないとか、家族の中で暴力が起こってい

るとかそういうときです。その時には家族の代替物み
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たいなものを用意する必要があります。家族以外のこ

とであっても、学校で多くの生徒が身につける仲間づ

くりだったりとか、そういったものが学校でできない子と

いうのが出てくるといったこともあります。やはりそこで

も学校の代替物が必要となる。１つのルートだけで社

会性をつけましょう、成長していきましょうというのは無

理な話で、そこになじめない子どももいるので、代替

物を用意しておくことが重要です。 

 今のところ、中塚さんのところがかなりの部分を担っ

てしまっているようなんですが、他の選択肢もある状

態の方がよいと思います。そういう場合には、選択肢

が多い方がいいわけです。 

家族機能はなかなか直らないと思うので、社会の中

に代替物が必要です。 

【田中】  ありがとうございます。中塚先生になんです

けど、先ほど司会のほうから、出口問題みたいな話が

ありました。今後、どういうものに発展していったらとい

うことを聞いてみたいと思います。今、井出先生の話

にもありましたが、今、それを、中塚先生の活動が一

手に引き受けているのではないかと。どう広がっていく

のがいいのかなと、私も聞きながらずっと考えていまし

た。きっとそこに丸投げすれば何とかしてくれるという

のではなくて、何かもう少し違うことが、区の中で、ある

いは家庭で普通になっていって初めて、みんなが支

えていける形みたいなのができて、きっとそれが、モ

デルケースとして、少し先駆け的なことをやっているん

じゃないかなということを思っています。何かイメージ

をお持ちかなというのを聞いてみたいと思います。 

【中塚】  ありがとうございます。まだ、この場所を立

ち上げて１年ちょっとしかたっていないので、今後の

展開についてはじっくり腰を据えながらやっていきた

い、考えていきたいなというふうに思いつつ、ただ、来

ている若者たち、これでつながった若者たちの次をど

う考えるかというようなことは、おっしゃるとおり人数もど

んどん増えてくるので、どんなふうに居場所を増やし

ていったほうがいいのか、拠点を増やしていったほう

がいいのか、何かいろいろな選択肢を増やしていった

ほうがいいのか、そういうことは、ぜひ、皆さんのお知

恵も借りながらやっていきたい、つくっていきたいなと

いうふうには思っています。 

 １つ、今考えていることで言えば、不登校、学校から

離れるということについては、わりと地域も含めて、大

人も含めて寛容になりつつあるなというふうには感じて

います。なので、学校に来られないなら、フリースペー

スにおいでとか、行っていいよということは、大分認め

られてきたのですが、ひきこもっていたり、今、就労か

ら離れている若者たちにも、フリースペースにおいで

とか、来てもいいよというふうに言うんですけれども、

「働かない」ということに対する後ろめたさや社会的な

プレッシャーというのは、まだまだ強いものがあるなと

感じています。焦らなくてもいいんだよということは確

かなのですが、彼らがもっと活かせる場や、生き生きと

若者たちが働けるような、そんな地域や現場もつくっ

ていきたいし、今こうしてつながりや信頼関係ができて

いる若者たちが、もし地域で生き生きと活躍できるよう

な展開が、もし広げていけるのであれば、ぜひ、つくっ

ていきたいと思っているところです。 

【河津】  登壇された他の先生から、何かご質問があ

ればどうぞお願いします。 

【中塚】  僕が伺いたいのは、こうやって子どもと若者

たちとのつながりは今、充実してきているなという実感

はあり、子どもたちや若者たちのハートはわりとこう、

つかむコツというか、実践的に何となくわかってきたん

ですけれども、親であったり、保護者であったり、家族

をどんなふうに支えていったらいいのかとか、何がで

きるのかなというような、親たちも元気になってほしい

なというときに、どんなことができるのかというようなこと

を伺えたらいいなというふうに思っているのですが。 

【田中】  子どもの範囲の中で少し１つ。今、家族だ

からといって、負わなきゃいけないと思っちゃっている

重いものが多すぎる気がするんです。もう少し身軽に

なって、子どもってみんなで育てるんだよねって言え

ちゃうような状況が生まれると、家族はもっと手を組み

やすくなる。 

 多分、もともと日本って、わりとそういう社会だったの

ではないかな。子ども、親がなくてもという、自分の子
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どもをみんなが育ててくれるという意識で、きっとやっ

ていたんじゃない。それがどんどん個人化していく中

で、子どものことはみんな親が引き受けなきゃいけな

い、みたいにだんだんなって、親、お母さんなんだか

ら頑張ろうみたいな感じが強くなってきて、それがすご

く、子どもに対しての責任感で、子どもをある方向に方

向づけようとして、それが子どもとの関係をうまくなくし

てしまうことも、多々あるし、親も身動きがとれなくなっ

てしまう。あるいは、周りの親御さんが、同じようなこと

で困っている人と、なかなかつながりづらくなっちゃっ

て、つながりづらくしているみたいかなというようにずっ

と思っています。この辺が突破できると、親がもう少し

身軽になれるし、子どもにとっても、親というのは、当

然、自分のことを考えている人だろうみたいなんじゃな

いところで育つ文化が持てるようになっていくんじゃな

いかなという気がしているのですが、どうでしょうか。 

【井出】  日本の歴史の話をさせていただきたいんで

すけれども。日本の家族というのができたのは大正時

代になるんです。もちろん、明治ぐらいから言われて

いて、家族というのは、多くの翻訳語でできた言葉な

んですけれども、家族で子育てをするというのは、た

かだか明治時代からの話であって、それまでは子ども

の教育を１つの親、１つの家族が担うという、そういう

子育ての仕方ではなかったんですね。お母さんが一

手に家族の子育てを担うというようになってきたのも大

体大正時代。ちょうど大恐慌の時代に、父親が失職し

て、それで母子心中というのが起こるのが大正時代で

して、そういった中、家族というものを全部引き受けて、

失敗したら２人で死んじゃうみたいなものというのがで

きてきたのは大正時代で、そういうの、実は江戸時代

にはそんなになかった話なんですね。 

 だから、そんなにうまくできたシステムではそもそもな

いわけです、家族というのは。それが子育てとなると、

システムがうまくできていなくて、やっぱり家族教育、

家族で家庭教育ですか、家庭で教育するというのは、

やっぱり大正それから昭和ぐらいから始まった文化で

す。家族というのはそもそもそんな機能をもとから持っ

ていたものではなかったというふうに割り切ってしまえ

ば、実際問題、別のもので代替できるものではないか

なと、歴史的に見れば見えるのではないかなと思いま

す。 

【田中】  そうすると、家族の役割というのは、なんか

機能的に何かしてあげる、お金を出してあげるものと

か、そういうところじゃなくても、子どもにとって親でい

てあげるというだけでいいんじゃないかなみたいなこと

の思うんですけど。 

【井出】  僕もそのぐらいですね。 

【田中】  きっとそこに、一致点というか、やらなきゃい

けないことはあっても、いてあげるというのが一番大事

だよねと思えれば、家族って、もうちょっと今、形態も

違っているし、働き方も、つながり方も少し違ってくる

んじゃないかなという気がする。どうですか。 

【中塚】  そうですね。ほんとうにいてあげる、いてあ

げるだけでいいというのは、家族にとってとても心強い

というか、あまり多くのものを引き受けるというようなこと

は考えなくていいという、歴史的にもね、そんなにやっ

てきたわけではないというようなことは、すごく説得力

があるなというふうに思いました。 

 子育てのことでいうと、今、親の世代は、子育てのア

ウトプットというか、「育てた」という実感がなかなか持ち

にくくなっていると思うんです。僕とか、僕よりもうちょっ

と前だと、学歴や親の年収を超えることって、わりとた

やすくできた。自分は高卒だけど、子どもには大学に

行かせることができたとか、会社勤めに行かせることが

できたというのが。今は、親も大卒で、それなりに働い

ていて、今の若い子たち、そんな親の学歴も親の年

収も超えるような生活ってほんとうに難しくなってしま

っている。親としても、子どもが親を超えたのかいうの

がわかりづらくなって、子どもも、親を超えたなという実

感が持ちにくい。そこで、すごくギャップというか、お互

いの関係性がもう少し違う、「いていいんだよ」というだ

けでつながりが持てるものが、もっともっとあったらい

いなというふうに、伺っていて感じました。 

【河津】  私も１５年ぐらいは東京都をやめてから、大

学で教員をやっていましたけれども、私の場合は教育

関係の中でも保育士養成が主で女子学生が多かっ
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た。大学に来ている女子大生で見ると、親との関係は

とってもいいのです。特に、母と娘がすごくむつまじい

という感じがあって。今の親子を見ていると、話題も共

通だし、結構戦隊ものを親が見ていたし、子どもも見

ているとか、親も子どもも恐竜が好きだとか、いろいろ

共通項があって、仲良くはしているんですけれども、

家族を一歩出ると、非常に緊張感が強いんだろうなと

いうことは、よく感じるところですね。 

 もうちょっと身近なところで、品川区の子ども子育て

調査の中でも、新制度の中で、５年前に調査をしたと

きに、乳幼児を育てている家庭の専業主婦は 38.8％

だったんですが、今年の１月の調査では、27.6％と減

っているんですね。反対に、両親ともにフルタイムは５

年前は４４.３％ですが、なんと今回は５７％まで増えて

おります。家庭の中で愛着関係（アタッチメント）を形

成するところから、子どもたちの育ちはスタートします

けれども、非常に大きな地殻変動が起きている。 

それから、地域福祉計画策定に幾つかの自治体で

かかわっていましたけど、地域福祉という言葉がむな

しいぐらいなのです。地域で動ける人は誰がいるのだ

ろうというときに、結局、６５歳まで働く元気な方は、さ

らにその先もというようになってきている。女性たちも、

８割働けということのようですけど、今、７割以上になっ

ていますね、先ほどのフルタイムフルタイム同士の夫

婦も増えています。一方で自営業は減っている。 

こういう中でコミュニティの維持について、品川区は

ほんとうに頑張ってはいます。青少年問題協議会でも、

それぞれの地区で自然体験をしたり、さまざまに活躍

されている方がいらっしゃる。それから、「８３運動」で８

時と３時に、地域の子どもをしっかり見ようとか、品川

区は東京の中で一番駅の数が多いそうですけれども、

駅があれば商店街ができて、そこに人が集まる。その

中でまだ、昔ながらの自営業が結構、残って、活躍を

しています。そういう意味で、いろいろな仕掛けがまだ

まだあるんじゃないだろうかという気がします。ですか

ら、仮に登壇者の中に、品川区の方がいらっしゃれば、

コミュニティーをこれからどういうふうに、どのように品

川区はつくっていくようにお考えでしょうかということも

聞いてみたいぐらいです。 

■パネルディスカッションまとめ 

 さて、登壇者の方は、３分ずつでそれぞれのまとめ

をしていただければと思います。中塚先生のほうから

どうぞ。 

【中塚】  僕自身も、今日、ここに登壇しながら学ば

せていただくというような、貴重な機会をいただきまし

てありがとうございます。 

 まとめというよりは、せっかくの機会なので、少し、過

激な提言というか、提案をしたいなというふうに思いま

す。そんなに驚かなくて大丈夫ですけれど。これから、

地域や社会にでていく子どもたちや若者たち、ふだん、

接している僕らから彼らの言葉を代弁するというほど

でもないかもしれないのですけれども、その願いとして

は、地域や社会に暴力と差別と不公平をなくしてほし

いというのが、子どもたちや若者たちの強い願いなん

じゃないかなというふうに思っています。 

 そして、「いていいんだ」という話が今日、繰り返し、

何度も話されたと思うのですが、ただいるだけではなく

て、自由にいられるということです。暴力や差別や不

公平がなく、その子が自由でいられるというような、そ

んな地域を品川でつくっていけたらというふうに、今日、

改めて感じました。 

ぜひ、この居場所、まだまだ小さな居場所ではある

んですけれども、皆さんと一緒に子どもや若者たちが

元気に、自由でいられる場所をつくっていきたいなと

いうふうに思います。どうもありがとうございました。 

【河津】  大変ありがとうございました。井出先生は大

阪のほうでいろいろなプロジェクトにかかわっていらっ

しゃるようですけれども、最後にまとめをどうぞお願い

します。 

【井出】  そうですね。being の話が出たので。being

に well をつけると、Wellbeing（ウェルビーイング）、もし

かしたら田中先生、そう自身は思っていたのかもしれ

ないですけど、Wellbeing というのは「幸福」という意味

なんです。Wellbein は翻訳しにくい言葉なのですけ

れども、「よくいる」というだけではなく、差別もなく、居

27



場所もあって、幸福に感じられる在り方だと思います。

そういうふうな人生を過ごせたら、僕自身も過ごしたい

わけですけれども、もし、不登校なり、家庭内暴力なり

で、そういうことがなかなかかなわないような子どもたち

がいた場合に、行政がサポートするような形で、子ども

たちがWellbeingを達成できるような環境を提供できる

と、みんなが幸せに生きていけるんじゃないかというよ

うに思いました。 

【田中】  今日、ご一緒させていただいて、ほんとうに

ありがとうございました。すごくおもしろかったです。 

自己紹介のときも言ったように、大病院の中で暮ら

していてから、今、少し地域で近いところで仕事をして

いて、なんて生活って大事なんだろうということをすご

く思うんです。大きなシステムをつくるよりも、地域でま

だまだ工夫をすることとかいっぱいあるし、やれること

というのは、ある種パワーがあるというふうに、僕は改

めて最近信じられるようになった気がする。 

子どもの居場所のことでは、地域の活動として例え

ば無料塾とか、こども食堂とかいうのがよく言われる。

そういうことを倣ってやればいいというのではなくて、

自分たちの地域でなら、自分たちの身の丈にあったこ

とだったら何ができるだろうということを探して、たどり

着いた結論のような気がするのです。そういう意味で、

ぜひ、品川ならではのことというものを展開してほしい。

そのときには、今の中塚さんたちの活動というのは、

やればニーズはあるんだということの先鞭をつけた、

すごく大事な仕事を担っているのではないかなという

ことを思いました。今日はほんとうにありがとうございま

した。 

【河津】  今日のお話の中でも、各家庭の問題、コミ

ュニティの問題、そして現代社会それぞれに課題があ

りました。私も、保育士養成の中では、アタッチメントと

いう愛着形成の問題がいつも出てくるわけですけれど

も、土居健郎先生の『「甘え」の構造』の「甘え」というこ

とと、アタッチメントがどういう関係になるのかなという

のは、ずっと私の中でもありました。土居先生の本の

中には「愛される方は傷つきやすい、愛されるというこ

とは甘えと言いかえてもいいのですが、傷つきやすい。

というのは相手次第ということがある」と。反対に、「自

分が愛するというのは、相手がどうであれ自分は愛す

るというほうは、精神的に傷つかないことになりそうだ

けど、それを強調する中に隠れた自己中心主義が入

っているような気がする」という言葉があるのです。そ

れで、「愛されているというと受動的に愛を受けている

ようだけれども、赤ちゃんとか幼児が、お母さんに抱か

れていたときに、ほんとうは、あの美しくよいものに心

を開いたのだ」そういう見方もしていますね。土居先生

はいろいろな表現をされていますけれども、乳幼児期

だけでなくて、生涯にわたって愛する、愛されるという

関係は続く。これは高橋惠子さんという、発達心理学

の先生も書かれているものですね。だから、幼児期の

関係が、生涯にわたって続くというわけじゃなくて、そ

の後、どういう人生を経ていくかということが言われて

いる。 

 それから、私自身は、知的障害の施設の理事長も

やっているんですが、やっぱり人間の幸せを考えると

きに、１つは見通しがつくということですよね。言って

みれば、時間と人と場所とすることがセットで、大体、

頭に入っているので、見通しがつくということは、展望

とか希望と言えるわけですね。 

 それから、２つめは仲間がいるということです。仲間

との関係は愛といっても良いでしょう。３つめは自分に

とって意味のある行動が必要です。知的障害の世界

では芸術活動や作業があります。多分、子どもたちで

あれば学校とか勉強。若者であれば職場、仕事。さら

にサークル活動や趣味の世界の中で３つの要素が１

つになれればよいと思います。その意味で、もっと広く

長く、人間が生きているということの、being の中に、そ

ういう問題が含まれているんだというふうに私は思って

おります。 

これで終わりにいたしますけれども、私は品川区に

とても期待しているわけです。まだ、ほかよりもコミュニ

ティーが残っているし、まだまだ人と人の触れ合いが

残っている区であって、しかも、子ども若者計画をつく

って、この中には、ほんとうに一般的な施策もいっぱ

い入っているんですが、その中でも特に生きづらい子

28



ども、若者に焦点を当てて昨年、２年前から進めてき

て、フリースペースをつくり、今日のパネルディスカッ

ションにつながったということで、この私が敬意を表し

ていますし、できる限りは品川区に協力をしていきた

い。そんなふうに思います。 

 それでは、登壇された３人の先生方にもう一度、拍

手をお願いします。（拍手） 

 ご来場の皆様、ほんとうにありがとうございました。 
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＿＿

品川区子ども・若者シンポジウム2019
「自分らしく生きる 孤独と共生を考える」

■ 開催日時 令和元年１１月９日（土）午後2時 午後5時
■ 開催場所 昭和大学上條講堂
■ 参加人数 189名

＜参加者アンケー＞（回答129件）
Q1 大変満足 57 44.5%

満足 56 43.8%
普通 13 10.2% 「大変満足・満足」と答えた参加者は８割以上（88.5％）
やや不満 0 0.0%
不満 2 1.6%

128

Q2 大変役に立つ 51 40.2%
役に立つ 68 53.5%
どちらとも言えない 5 3.9% 「大変役に立つ・役に立つ」と答えた参加者は9割以上（93.9％）
あまり役に立たない 1 0.8%
役に立たない 2 1.6%

127

Q3 区内 52 40.9%
23区 66 52.0% 参加者の住んでいる地域は区内が4割で、区外在住が6割。
都市町村 2 1.6% （ただし、区外在住者には区内在学・在勤も含まれている。）
都以外 7 5.5% 都以外では千葉県、埼玉県、神奈川県などから参加。

127

Q4 当事者 11 8.6%
一般 33 25.8%
NPO・任意団体 12 9.4%
企業 1 0.8% 「その他」の中には、青少年委員も一部含まれる。
行政関係 16 12.5%
その他 55 43.0%

128

Q5 福祉系 15 16.3%
教育系 13 14.1%
雇用系 0 0.0% 「その他」の中には、青少年委員も一部含まれる。
保健・医療 3 3.3%
保育・子育て支援 16 17.4%
その他 45 48.9%

92

Q6 関心があった 97 75.8%
業務上必要だと思った 15 11.7%
その他 16 12.5%

128

Q7 キーワード（上位５つ）
being、doing 60
居る、居るだけでいい 22
フリースペース、サードプレイス、居場所 17
コミュニティ 8
自尊心、自尊感、尊重 4

44%

44%

10%

0% 2%
Q1 満足度

40%

53%

4% 1% 2%
Q2 役立ち度

41%
52%

1.6% 5.5%Q3 住んでいる地域

8.6%

25.8%

9.4%

0.8%

12.5%

43.0%

Q4 立場

16.3%

14.1%

0.0%
3.3%17.4%

48.9%

Q5 属性

75.8%

11.7%

12.5%
Q6 参加した理由
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